
我
ら
は
長
七
の
教
え
子
だ
っ
た

五中・小石川初代
校長に学ぶ



寒水は長七の雅号



000 000

﹁
小
諸
を
去
る
辞
﹂

あ
あ
我
︑
ま
た
つ
い
に

小
諸
を
去
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
か
︒

懐
か
し
き
哉
︑
小
諸
の
土
地
よ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

さ
ら
ば
浅
間
の
山
　
さ
ら
ば
千
曲
の
川

さ
ら
ば
小
諸
の
知
己

さ
ら
ば
我
が
学
校
の
諸
君

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

さ
ら
ば
よ
故
国
信
濃
の
山
河
健
在
な
れ

長七 小諸を出て東京へ…

附属中学の教諭の傍ら五中校長までの
13年間、東洋英和女学校の講師を務める

小諸を立つ長七と別れを惜しむ教え子達

東洋英和卒業写真に参列する長七（本文P36参照）

1905
東京高等
師範卒業



000

恒例となった

鯉揚げ

000五中校舎講堂落成

五中創立記念写真



夏休みには農作業を体験『夏期転地修養隊」長七渾身の
熊鶴亀犬猿猫体操

五中は最初から変わっていたんだ！

宿泊した法禅寺にて



1927 年世界教育会議（トロント）に参加
ナイヤガラ瀑布の前で全員集合の記念写真　前列中央が長七

大統領から
直筆の礼状

ハーディング大統領と
面会し少年少女からの
手紙を手渡す。

1922 年ワシントン軍縮会議を傍聴



pr
ef

ac
e

我
ら
は
長
七
の
教
え
子
だ
っ
た

は
じ
め
に
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　「
伊
藤
長
七
先
生
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」

五
中
・
小
石
川
創
立
百
周
年
記
念
式
典
の
日
、
若
い
生
徒
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
質
問

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
の
脳
裏
に
あ
る
日
の
光
景
が
鮮
烈
に
蘇
り
ま
し
た
。

　
平
成
十
四
年
四
月
十
四
日
、
今
思
う
と
そ
の
日
は
十
三
日
祖
父
の
誕
生
日
の
翌

日
で
し
た
。
伊
藤
家
に
残
さ
れ
た
祖
父
の
遺
稿
を
中
心
に
し
た
長
七
資
料
の
整
理

作
業
が
行
わ
れ
た
時
の
事
で
す
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た
小
石
川
高
校
・
諏

訪
清
陵
高
校
同
窓
会
有
志
の
方
々
は
、
ま
ず
そ
の
膨
大
な
量
に
驚
き
の
目
を
瞠
り

ま
し
た
。
更
に
、
長
七
直
筆
の
巻
紙
の
書
簡
の
奔
放
な
毛
筆
の
文
字
、
折
々
の
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
写
真
、
入
学
式
の
長
文
の
演
説
の
草
稿
、
短
歌
が
書
か
れ
た
色
紙
、

そ
れ
ら
か
ら
香
り
た
っ
て
来
る
情
熱
は
、
そ
の
場
に
い
た
人
々
の
胸
に
流
れ
込
ん

で
い
き
ま
し
た
。「
立
志
・
開
拓
・
創
作
」
を
唱
え
た
人
物
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ

れ
る
実
在
の
人
間
と
し
て
立
ち
現
れ
て
き
た
の
で
す
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通

「
長
七
さ
ん
か
ら
の
手
紙
」　

―

未
来
を
担
う
若
き
人
々
へ―
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し
て
、
多
分
野
に
渡
る
発
信
を
し
続
け
た
自
由
主
義
教
育
の
開
拓
者
・
伊
藤
長
七
の

人
間
像
が
、
鮮
や
か
に
認
識
さ
れ
た
日
で
し
た
。
伊
藤
長
七
の
生
前
か
ら
没
後
に
渡

り
、
実
に
多
く
の
各
界
の
先
達
の
方
々
が
、
歴
史
の
変
遷
を
超
え
て
、
そ
の
教
育
思

想
に
篤
く
共
感
し
、
人
と
な
り
を
も
語
り
伝
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
近
年
、

長
七
資
料
に
触
れ
た
方
々
の
〝
長
七
の
存
在
を
伝
え
よ
う
〞
と
い
う
運
動
が
始
ま
っ

た
の
で
す
。

　
こ
の
度
出
版
さ
れ
た
こ
の
本
は
、
そ
の
篤
い
思
い
が
結
集
さ
れ
た
結
晶
だ
と
思
い

ま
す
。
伊
藤
長
七
著
作
七
編
が
収
録
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
の
教
育
視
察
の
旅
先
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
に
は
驚
く
ば
か
り
の
ス
ケ
ー
ル
の
行

動
の
軌
跡
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
を
回
る
事
か
ら
始
ま
っ
て
、
国
際
軍
縮
会
議
を
傍
聴
し
、
当
時
の
米
、
欧

の
政
治
、
経
済
、
文
化
を
も
精
察
し
よ
う
と
す
る
視
野
の
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

|
ア
メ
リ
カ
建
国
の
歴
史
に
想
い
を
馳
せ
、
人
類
文
明
の
発
祥
に
遡
り
そ
の
思
考
は

古
今
東
西
の
時
空
を
旅
す
る
か
の
様
で
す
。

　
そ
の
中
で
長
七
さ
ん
|
私
の
父
は
そ
う
呼
ん
で
い
ま
し
た
|
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
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は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
少
年
少
女
の
手
紙
一
万
数
千
通
を
各
国
の
少
年
少
女
た
ち

に
配
り
き
る
事
で
し
た
。
そ
の
為
に
と
っ
た
長
七
さ
ん
の
行
動
は
、
時
の
大
統
領
に

会
い
、
世
界
平
和
を
願
う
少
年
少
女
た
ち
の
純
粋
な
心
を
伝
え
、
青
少
年
の
国
際
交

流
を
推
進
す
る
事
で
し
た
。
校
長
の
留
守
を
守
る
五
中
の
生
徒
さ
ん
達
に
大
統
領
直

筆
の
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
た
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
絵
葉
書
を
お
み
や
げ

に
持
ち
帰
っ
た
の
で
す
。
手
紙
の
文
面
に
あ
ふ
れ
る
長
七
さ
ん
の
熱
い
思
い
、
伝
え

た
い
事
を
全
て
記
し
た
長
文
の
手
紙
、
そ
の
多
重
旋
律
の
中
に
響
き
渡
る
の
は
、
人

間
存
在
へ
の
大
い
な
る
信
頼
と
生
徒
達
へ
の
厳
し
く
も
慈
父
の
様
な
深
い
愛
で
す
。

　
百
年
前
の
校
長
先
生
は
、
未
来
の
生
徒
た
ち
、
あ
な
た
方
へ
も
語
り
か
け
て
い
る

の
で
す
。

　
　
　「
全
人
間
的
教
養
を
磨
け
。」

　
　
　「
正
義
人
道
を
愛
せ
よ
。」

　
　
　「
正
し
き
を
ふ
ん
で
畏
れ
ず
　
自
己
の
信
ず
る
と
こ
ろ
を

　
　
　  

ど
こ
ま
で
も
一
貫
す
る
。」

　
　
　「
人
各
々
命
あ
り
　
人
各
々
天
職
あ
り
」
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青
く
輝
く
地
球
の
危
機
、
過
ち
を
繰
り
返
す
人
類
の
歴
史
を
未
来
に
向
か
っ
て
是

正
し
て
い
く
の
は
、
皆
さ
ん
、
若
い
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
叡
智
で
す
。
長
七
さ
ん

の
生
涯
の
行
動
、
全
て
の
言
葉
は
、
皆
さ
ん
が
進
む
道
に
迷
っ
た
時
は
な
ん
ら
か
の

示
唆
を
、
怠
け
心
に
は
叱
咤
激
励
を
、
怯
ん
だ
時
は
困
難
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
与

え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
伊
藤
長
七
と
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
か
|
」

　

皆
さ
ん
、
ど
う
か
こ
の
本
を
ひ
も
と
い
て
、
ご
自
分
の
長
七
像
を
思
い
描
い
て
下

さ
い
。
そ
し
て
、
あ
な
た
方
未
来
の
生
徒
た
ち
に
何
を
願
っ
た
の
か
、
そ
の
呼
び
か

け
に
応
答
え
て
下
さ
い
。

　

長
七
さ
ん
の
手
紙
は
、
百
年
の
旅
を
し
て
、
今
再
び
、
若
き
人
々
の
元
へ
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
長
七
さ
ん
の
新
た
な
る
旅
立
ち
の
時
で
す
。

　
「
若
き
人
々
よ
、
核
な
き
平
和
な
、
よ
り
良
き
未
来
へ
向
か
っ
て
、
と
も
に
歩
ん

で
行
こ
う
！
」

　

２
０
２
２
年
４
月　

伊
藤
長
七　

孫
・
伊
藤
博
子

11
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こ
の
本
の
発
行
の
目
的
は
、
東
京
府
立
第
五
中
学
校
初
代
校
長
の
伊
藤
長
七
が
、

折
に
触
れ
残
し
た
冊
子
を
次
の
世
代
に
残
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
伊
藤
長
七
が
亡
く
な
っ
て　

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
冊
子
に
残
さ
れ
た
長
七
の
思
い
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
に
、
第
一
部
で
は
伊

藤
長
七
の
半
生
を
物
語
と
し
て
皆
さ
ま
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
２
０
０
３
年
に
開
催
さ
れ
た
府
立
五
中
・
小
石
川
高
校
創
立　

周
年

の
記
念
同
窓
会
で
企
画
展
示
さ
れ
た　

枚
の
パ
ネ
ル
『
我
ら
は
伊
藤
長
七
の
教
え

子
だ
っ
た
』
を
長
く
記
録
す
る
た
め
収
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の　

周
年
記
念
同
窓
会
の
参
加
者
に
は
、
初
代
校
長
伊
藤
長

七
の
半
生
を　

に
ま
と
め
記
念
品
と
し
て
お
配
り
し
ま
し
た
。
伊

藤
長
七
役
は
卒
業
生
の
加
藤
剛
さ
ん
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
長
七
の

孫
の
伊
藤
博
子
さ
ん
。
シ
ナ
リ
オ
の
元
は
伊
藤
長
七
が
残
し
た　

冊
の
冊
子
。
第
三
部
は
そ
の
う
ち
か
ら
シ
ナ
リ
オ
に
用
い
た
７
冊

を
選
び
紹
介
い
た
し
ま
す
。
伊
藤
長
七
の
生
の
声
を
お
聞
き
下
さ

い
。

CO
N
TEN

TS

14

85

CD

85

22

90
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あ
と
が
き
258

は
じ
め
に
7伊

藤
長
七
物
語

第
一
部

15

一
八
七
七
年
長
野
県
諏
訪
に
生
ま
れ
一
九
二
九
年
没
す
る
ま
で
の
長
七
半
生
。
そ

の
波
乱
に
満
ち
た
物
語
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
そ
し
て
、
長
七
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
て
下
さ
い
。

伊
藤
長
七
展
パ
ネ
ル
集

第
二
部

79

　

２
０
０
３
年
の
創
立　

周
年
記
念
同
窓
会
の
当
日
展
示
さ
れ
た　

枚
の
パ
ネ
ル

は
参
加
者
が
熱
心
に
見
入
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
今
も
機
会
が

あ
る
た
び
に
校
内
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
藤
長
七
が
残
し
た
冊
子
類

第
三
部

103

　

冊
子
に
は
題
名
が
な
い
も
の
が
多
い
た
め
、
仮
の
題
名
を
付
け
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
目
次
題
名
の
左
に
加
藤
さ
ん
の
読
ま
れ
た
文
の
冒
頭
部
を
付
け
ま
し
た
。

85

14





第
一
部

伊藤長七物語

Pa
rt

 I
Pa

rt
 I

Pa
rt

 I





伊藤長七物語

伊藤長七の半生その波乱に満ちた物語を
お楽しみ下さい。そして、長七の言葉に
耳を傾けて下さい。
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第
一
章　
長
野
時
代
（
一
八
七
七
年
〜
一
九
〇
一
年
）

20212526

長
野
県
尋
常
師
範
学
校
時
代　

諏
訪
で
の
訓
導
時
代　

小
諸
で
の
訓
導
時
代　

 
島
崎
藤
村
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
二
章　
東
京
時
代
１　
高
等
師
範
学
校(

一
九
〇
一
年
〜
一
九
〇
五
年
）

嘉
納
治
五
郎

塩
原
ふ
ゆ
と
結
婚

岩
波
茂
雄
　

283031

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次

第
三
章　
東
京
時
代
２
（
一
九
〇
五
年
〜
一
九
一
九
年
）

333435373841

東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校

諏
訪
中
学
校 

東
洋
英
和
女
学
校

現
代
教
育
観

夏
目
漱
石

後
藤
新
平
と
新
渡
戸
稲
造

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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第
四
章　
府
立
第
五
中
学
校
校
長
時
代(

一
九
一
八
年
〜
一
九
三
〇
年
）

43454648

東
京
府
立
第
五
中
学
校
長

標
準
服 

夏
期
転
地
修
養
隊 

紫
友
会
・
講
話

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
六
章　
長
七
を
慕
う
人
々
・
長
七
の
親
友　
　

小
山
邦
太
郎

牛
山
充 

島
木
赤
彦
と
太
田
水
穂

6265 64

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

67

エ
ピ
ロ
ー
グ　
伊
藤
長
七
の
晩
年

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

71

伊
藤
長
七
を
め
ぐ
る
人
物
１
０
０
人
リ
ス
ト
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
五
章　
長
七
、
世
界
を
駆
け
る(

一
九
二
一
年
〜
一
九
二
七
年
）

5159

第
一
回
長
期
海
外
出
張―

欧
米
教
育
視
察

（
ハ
ワ
イ
・
ア
メ
リ
カ
本
土
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
） 

第
二
回
長
期
海
外
出
張―

カ
ナ
ダ
国
際
教
育
会
議

52
・
53
・
57

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・     

・
・
・
・
・
・
・
・
・



20

　
一
八
七
七
年
（
明
治
　
年
）、
長
野
県
諏
訪
郡
四
賀
村
に
生
ま
れ
た
伊
藤
長
七
は
、
十
八
歳
で
長
野
市
に
あ
る
全
寮 

制
の
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
へ
入
学
し
た
。

　
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
は
授
業
料
や
寮
費
な
ど
無
料
の
給
費
制
度
が
あ
り
、
卒
業
後
一
定
期
間
県
内
の
小
学
校
に

勤
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
当
時
諏
訪
郡
に
は
上
級
教
育
機
関
が
ど
こ
に
も
な
く
長
野
県

内
で
あ
っ
て
も
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
一
つ
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
学
校
へ
の
入
学
は
非
常
に
難
関
で
あ
っ
た
。

　
三
歳
で
母
を
亡
く
し
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
長
七
は
、
幼
い
時
に
は
神
童
と
呼
ば
れ
、
と
て
も
お
と
な
し
く
成
績
優

秀
で
あ
っ
た
た
め
、
地
元
の
諏
訪
郡
長
か
ら
長
野
尋
常
師
範
学
校
入
学
を
薦
挙
さ
れ
た
。
し
か
も
難
関
を
突
破
し
た

新
入
生
の
中
で
あ
っ
て
も
ト
ッ
プ
の
成
績
で
入
学
し
て
い
る
。

　
長
野
尋
常
師
範
の
同
級
生
に
は
優
秀
な
人
材
が
多
く
後
年
、
有
名
歌
人
と
な
る
太
田
水
穂
（
太
田
貞
一
）
や
島
木

赤
彦
　（
久
保
田
俊
彦
）
ら
が
い
た
。
彼
ら
は
少
年
雑
誌
に
た
び
た
び
寄
稿
し
た
り
し
て
国
文
学
や
詩
歌
の
素
晴
ら
し

さ
を
ク
ラ
ス
に
広
め
た
。

　「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
歌
人
と
な
っ
た
島
木
赤
彦
は
、
長
七
と
は
諏
訪
か
ら
の
幼
馴
染
で
あ
り
、
長
七
の
祖
母
の
米
寿
を

祝
っ
て
「
心
砕
き
て
御
手
づ
か
ら
せ
お
い
玉
ひ
し
い
と
し
孫
が
世
に
い
で
そ
む
る
き
の
ふ
け
ふ
」
な
ど
数
首
の

　 〈
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
時
代
〉

第
一
章
　
長
野
時
代

一
八
七
七
年
（
明
治
　
年
）
〜
一
九
〇
一
年
（
明
治
　
年
）

10

34

10
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歌
を
捧
げ
、
ま
た
結
婚
時
な
ど
折
り
に
触
れ

て
長
七
の
た
め
に
歌
を
詠
む
な
ど
非
常
に
仲

が
良
か
っ
た
。

　
ま
た
太
田
水
穂
は
、
歌
人
の
四
賀
光
子
を

妻
と
し
、
若
山
牧
水
の
助
力
を
受
け
て
短
歌

結
社
誌
「
潮
音
」
を
創
刊
し
た
。
長
七
と
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
長
く
親
し
い
友
で
あ
っ
た
。

　
長
七
も
雅
号
を
漢
詩
と
諏
訪
湖
か
ら
取
っ

て
「
寒
水
」
と
名
乗
り
、
二
人
に
倣
っ
て
大

い
に
歌
を
詠
ん
だ
。

　
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
に
入
学
当
初
、
謹
直
で
大
人
し
く
模
範
生
で
あ
っ
た
長
七
は
勉
強
し
て
い
く
う
ち
に
書
物

や
同
級
生
か
ら
の
影
響
を
受
け
、
次
第
に
自
己
主
張
が
顕
著
に
な
り
理
想
に
燃
え
る
活
動
的
な
若
者
へ
と
変
貌
し
て

い
っ
た
。
同
級
生
の
一
人
が
長
七
の
こ
と
を
「
牧
者
に
追
わ
れ
る
羊
が
俄
然
猛
虎
と
な
っ
た
」
と
そ
の
豹
変
ぶ
り
を

語
っ
て
い
る
。
や
が
て
長
七
は
、
学
校
制
度
や
精
神
の
矛
盾
に
気
付
き
、
自
治
を
旗
印
と
し
て
皆
の
先
頭
に
立
ち

理
想
教
育
の
実
現
を
目
指
し
活
動
し
て
い
っ
た
。
こ
の
動
き
は
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
ク
ラ
ス
か
ら
全
校
へ
と
波
及

し
、
卒
業
間
際
に
は
長
野
県
全
体
の
教
育
現
場
に
ま
で
及
ん
で
い
っ
た
。

　
一
八
九
八
年
（
明
治
　
年
）、
長
七
は
諏
訪
湖
の
ほ
と
り
に
立
ち
、
こ
れ
か
ら
新
任
教
師
と
し
て
自
分
の
理
想
教 伊藤長七 16 歳

31

〈
諏
訪
で
の
訓
導
時
代
〉

第一章
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育
の
実
現
に
向
け
て
の
熱
い
思
い
を
胸
一
杯
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
い
つ
も
詩
を
高
ら
か
に
吟
じ
て
い
る
高
島
城
辺

り
を
ゆ
っ
く
り
と
巡
り
な
が
ら
、
諏
訪
尋
常
高
等
小
学
校
の
門
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　
諏
訪
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
生
徒
た
ち
が
、
新
し
い
先
生
の
登
場
を
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
て
い
た
。
そ
こ
に
現

れ
た
長
七
の
姿
は
、
皆
を
驚
か
せ
る
ほ
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
だ
っ
た
。
若
き
長
七
先
生
は
鳥
打
帽
に
白
袴
を
短
く
穿

き
、
ス
テ
ッ
キ
を
振
り
回
し
な
が
ら
飄
々
と
門
を
く
ぐ
っ
て
歩
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
恰
好
は
長
七
お
気
に
入

り
の
出
で
立
ち
で
あ
る
。

　
長
七
は
、
赴
任
す
る
や
否
や
早
速
教
育
改
革
を
始
め
た
。
他
の
教
師
た
ち
が
職
員
室
に
戻
っ
て
い
る
休
み
時
間
に

も
、
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
、
様
々
な
こ
と
を
話
し
て
聞
か
せ
た
。
す
る
と
彼
ら
は
、
放
課
後
や
夜
間
に
長
七
の

自
宅
に
ま
で
押
し
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
朝
登
校
す
る
と
長
七
の
も
と
に
喜
び
集
ま
る
の
が
、
生
徒
た
ち

の
日
課
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
子
ど
も
達
に
は
体
育
運
動
が
非
常
に
大
切
だ
と
い
う
の
が
長
七
の
持
論
で
、
諏
訪
湖
を
利
用
し
て
湖
水
遊
泳
、

月
夜
の
湖
水
一
周
行
軍
、
氷
上
運
動
（
氷
滑
り
）
や
高
島
城
内
で
の
雪
中
行
軍
、
雪
投
げ
合
戦
な
ど
を
生
徒
全
員

に
や
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
は
校
長
や
一
部
の
父
兄
た
ち
が
危
険
だ
と
大
反
対
し
た
が
、
長
七
は
一
向
に
構

わ
な
か
っ
た
。
初
め
て
生
徒
た
ち
を
引
率
し
て
氷
滑
り
を
さ
せ
た
時
な
ど
は
、
校
長
は
教
師
ば
か
り
で
な
く
町
役

場
の
職
員
た
ち
を
総
動
員
し
て
ま
で
、
中
止
さ
せ
よ
う
と
し
て
大
き
な
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ

長
七
は
大
反
対
に
も
屈
せ
ず
無
事
に
氷
滑
り
授
業
を
行
い
き
っ
た
。
諏
訪
湖
の
ス
ケ
ー
ト
授
業
は
長
七
が
始
め
た

も
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
一
連
の
画
期
的
な
教
育
方
針
が
親
た
ち
の
反
発
を
呼
び
、校
長
以
下
古
参
の
教
師
た
ち
は
、

生
徒
た
ち
が
日
々
生
気
に
溢
れ
、
活
発
に
な
っ
て
い
く
様
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
長
七
の
カ
リ
ス
マ
性
を
危
険
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視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
長
七
は
も
ち
ろ
ん
遊
び
や
運
動
ば
か
り
で
な
く
勉
学
が
一

番
大
切
だ
と
思
っ
て
い
た
。
明
治
の
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず

男
の
子
ば
か
り
で
な
く
女
の
子
で
あ
っ
て
も
学
問
は
必
要
だ

と
考
え
、
担
任
し
て
い
た
優
秀
な
女
生
徒
た
ち
数
人
に
自
分

が
卒
業
し
た
「
長
野
師
範
学
校
」
の
受
験
を
勧
め
た
。

　
女
生
徒
の
親
た
ち
は
当
初
、
女
に
は
高
等
教
育
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
た
。
長
七
は
各
女
生
徒
た
ち
の
親
の
家
を
訪

ね
、
女
性
で
あ
っ
て
も
学
問
は
必
要
で
あ
る
こ
と
、
規
則
正

し
い
生
活
が
送
れ
る
全
寮
制
で
費
用
の
心
配
の
な
い
給
費
制

度
が
あ
る
こ
と
等
を
熱
心
に
説
い
て
回
っ
た
。

　
最
終
的
に
三
人
の
女
生
徒
が
受
験
す
る
こ
と
と
な
り
、
彼

女
た
ち
の
受
験
時
に
は
、
長
七
は
諏
訪
か
ら
長
野
師
範
の
あ

る
長
野
市
ま
で
引
率
し
付
き
添
っ
た
。
こ
の
入
学
試
験
引
率

出
張
に
つ
い
て
も
、
校
長
に
大
反
対
さ
れ
職
員
会
議
で
一
波

乱
あ
っ
た
の
だ
が
、
ま
た
し
て
も
長
七
は
こ
れ
を
強
行
し
て

し
ま
っ
た
。
ち
な
み
に
そ
の
女
生
徒
の
一
人
は
、
後
に
長
七

の
妻
と
な
る
塩
原
ふ
ゆ
で
あ
る
。

伊藤長七　訓導時代

第一章
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度
重
な
る
校
長
か
ら
の
命
令
無
視
や
規
律
違
反
に
よ
り
、
長
七
は
た
っ
た
一
年
で
諏
訪
高
等
小
学
校
を
馘
に
な
り
、

下
諏
訪
尋
常
高
等
小
学
校
へ
転
任
と
な
っ
た
。
下
諏
訪
尋
常
高
等
小
学
校
で
も
長
七
の
生
徒
た
ち
へ
の
働
き
か
け
や

態
度
は
変
わ
ら
ず
、
僅
か
六
ヶ
月
足
ら
ず
で
岡
谷
の
小
学
校
に
転
任
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
も
ま
た
ま
た

校
長
と
衝
突
し
、
遂
に
そ
の
年
度
末
に
は
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

し
か
し
諏
訪
郡
内
に
は
遍
く
長
七
の
悪
評
が
伝
わ
り
、
最
早
ど
の
学
校
も
長
七
を
引
き
受
け
よ
う
と
は
し
な
か

た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
県
知
事
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
通
称
「
公
売
に
付
さ
れ
る
」
と

言
わ
れ
、教
師
に
と
っ
て
最
も
屈
辱
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
も
し
受
け
入
れ
先
が
ど
こ
に
も
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
ら
、
長
七
は
た
っ
た
二
年
間
で
教
職
を
辞
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
た
。
だ

が
幸
い
な
こ
と
に
佐
久
郡
の
小
諸
高
等
小
学
校
首
席
教
師
の
伴
野
文
太
郎
が
、
長
七
の
優
秀
さ
と
教
育
へ
の
情
熱
を

理
解
し
て
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
ま
さ
に
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
長
七
は
拾
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　　
春
ま
だ
寒
い
四
月
初
め
、
諏
訪
湖
畔
の
料
亭
に
多
く
の
友
人
が
集
ま
り
長
七
の
送
別
会
が
開
か
れ
た
。
さ
す
が
の

長
七
も
「
公
売
に
付
さ
れ
た
」
こ
と
の
屈
辱
感
と
あ
わ
や
職
を
失
う
か
も
し
れ
な
か
っ
た
危
機
感
が
あ
っ
た
の
か
、

し
お
ら
し
く
先
輩
や
同
輩
た
ち
の
和
歌
に
よ
る
励
ま
し
や
戒
め
の
言
葉
に
思
わ
ず
涙
し
た
。
そ
し
て
そ
の
数
日
後
、

長
七
は
同
僚
や
友
人
、
諏
訪
の
生
徒
た
ち
に
見
送
ら
れ
、
高
島
城
を
後
に
し
て
小
諸
へ
と
旅
立
っ
た
。

意
気
消
沈
し
て
い
た
か
の
様
子
を
見
せ
て
い
た
長
七
で
は
あ
っ
た
が
、
実
は
全
く
め
げ
て
は
い
な
か
っ
た
。
和
田

峠
を
越
え
る
頃
に
は
、
い
つ
も
よ
う
に
大
声
で
詩
を
吟
じ
、
ス
テ
ッ
キ
を
振
り
回
し
て
、
新
た
な
土
地
で
の
理
想

教
育
実
現
の
思
い
に
燃
え
な
が
ら
小
諸
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。
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諏
訪
に
は
高
島
城
址
が
あ
り
、
小
諸
に
は
小
諸
城
址
の
懐
古
園
が
あ
る
。
長
七
は
い
つ
も
高
島
城
残
塁
の
高
み
に

立
ち
、
詩
を
吟
じ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
小
諸
の
懐
古
園
に
も
絶
好
の
吟
じ
場
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
長
七
は

小
諸
と
い
う
場
所
が
気
に
入
っ
た
。
小
諸
高
等
小
学
校
で
は
、
首
席
教
師
の
伴
野
友
太
郎
と
い
う
良
き
理
解
者
を
得

た
こ
と
や
「
公
売
」
に
付
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
に
直
面
し
て
、
さ
す
が
の
長
七
も
少
し
は
自
重
し
た
の
か

校
長
と
の
衝
突
は
何
と
か
避
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
生
徒
た
ち
か
ら
は
、
諏
訪
に
も
増
し
て
絶
大
な
信
頼
と
尊
敬
を
勝

ち
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
代
々
醸
造
業
な
ど
を
営
ん
で
い
た
小
諸
の
名
家
、
小
山
家
の
長
男
邦
太
郎
の
長
七
へ
の
傾
倒

ぶ
り
は
、
半
端
で
は
な
か
っ
た
。
優
等
生
で
級
長
だ
っ
た
邦
太
郎
の
影
響
は
、
他
の
生
徒
た
ち
に
及
び
、
小
山
家
の

家
族
ま
で
も
長
七
へ
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
敬
愛
し
た
。
土
地
の
有
力
者
小
山
家
の
信
頼
を
得
ら
れ
た

こ
と
で
、
小
諸
で
は
他
の
生
徒
の
親
た
ち
か
ら
も
長
七
の
画
期
的
な
教
育
方
針
は
、
概
ね
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　
長
七
の
熱
血
教
師
ぶ
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
、
腕
白
で
人
に
迷
惑
ば
か
り
か
け
て
い
た
札
付
き
の
生
徒
を

叱
っ
て
二
度
と
や
ら
な
い
と
誓
わ
せ
た
の
に
再
び
や
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
、「
男
一
匹
誓
っ
た
こ
と
は
死
ん
で
も
守

ら
に
ゃ
な
ら
ん
。
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
弱
い
意
思
を
こ
こ
で
叩
き
の
め
し
て
や
る
。
だ
が
君
の
そ
の
意
思
を
直
し

て
や
る
力
が
な
か
っ
た
私
も
悪
い
」
と
号
泣
し
な
が
ら
生
徒
を
ビ
ン
タ
し
て
、
自
分
の
頭
を
何
度
も
げ
ん
こ
つ
で
強

く
叩
い
た
。
長
七
の
熱
き
涙
と
言
葉
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
の
生
徒
、
依
田
巻
人
は
以
後
見
違
え
る
よ
う
な
模
範

生
と
な
り
生
涯
長
七
を
敬
愛
し
、
後
年
、
長
七
を
慕
い
作
ら
れ
た
小
諸
小
学
校
の
同
級
会
「
立
志
同
級
会
」（
長
七

が
命
名
）
の
幹
事
の
一
人
と
な
り
、
長
七
の
頌
徳
碑
建
立
に
一
役
買
っ
た
。

〈
小
諸
で
の
訓
導
時
代
〉

第一章
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懐
古
園
に
近
い
長
七
の
下
宿
先
傍
に
小
諸
義
塾
と
い
う
私
塾
が
あ
っ
た
。
小
諸
義
塾
に
は
、
島
崎
藤
村
が
国
語
と

英
語
の
教
師
と
し
て
長
七
よ
り
一
年
ほ
ど
に
前
に
赴
任
し
て
い
た
。
藤
村
は
そ
の
時
、
既
に
「
若
菜
集
」
を
発
表
し

て
い
て
、
詩
人
と
し
て
華
や
か
に
文
壇
に
登
場
し
て
い
た
。
長
七
は
か
ね
て
か
ら
島
木
赤
彦
や
太
田
水
穂
か
ら
憧
れ

の
藤
村
の
話
は
聞
い
て
い
た
の
で
、
小
諸
に
着
任
す
る
や
否
や
藤
村
を
訪
ね
て
教
育
や
文
学
に
つ
い
て
熱
弁
を
奮
っ

た
。
さ
ぞ
か
し
藤
村
は
こ
の
厚
か
ま
し
い
と
も
言
え
る
長
七
の
振
る
舞
い
に
面
食
ら
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
だ
が
藤
村
は
、
長
七
の
嘘
の
な
い
真
直
ぐ
な
性
格
と
教
育
に
対
す
る
造
詣
と
情
熱
を
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
理
解
し
二

人
の
親
密
な
交
流
は
始
ま
っ
た
。
二
人
は
春
に
朧
月
夜
の
下
、
懐
古
園
の
桜
を
め
で
な
が
ら
散
歩
し
、
秋
に
は
碓
氷

峠
か
ら
錦
繡
の
山
並
み
を
見
渡
し
た
。
そ
の
間
、
長
七
は
敬
愛
す
る
藤
村
の
話
を
た
だ
傾
聴
す
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
教
育
へ
の
思
い
を
大
い
に
語
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
あ
る
時
、
長
野
師
範
学
校
の
大
先
輩
大
江
磯
吉
が
、
大
変
優
秀
な
教
師
に
も
拘
わ
ら
ず
出
自
の
こ
と
か
ら
の

差
別
で
何
度
も
転
任
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
理
由
は
違
っ
て
も
長
七
自
身
同
じ
よ
う
に
短
期
間
で
の
転
任

を
強
い
ら
れ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
大
き
な
義
憤
を
感
じ
藤
村
に
話
し

て
聞
か
せ
た
。
こ
れ
が
藤
村
の
小
説
の
処
女
作
「
破
戒
」
へ
と
繋
が
っ

た
の
で
あ
る
。
長
七
は
、
藤
村
の
小
説
執
筆
へ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
た

だ
け
で
な
く
、「
破
戒
」
の
中
の
土
屋
銀
之
助
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
ス
テ
ッ
キ
を
振
り
回
す
外

見
や
行
動
は
、
長
七
に
似
て
い
る
。

島崎藤村

〈
島
崎
藤
村
〉
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小
諸
で
の
一
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
長
七
は
東
京
の
高
等
師
範
学
校
へ
入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
と

も
と
長
野
師
範
を
卒
業
し
た
時
点
か
ら
高
等
師
範
学
校
へ
進
学
し
た
い
と
の
希
望
は
あ
っ
た
が
、
地
元
の
小
学
校
へ

の
奉
職
が
師
範
学
校
の
給
費
制
度
を
受
け
た
者
の
義
務
で
、
す
ぐ
に
は
進
学
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
進
学
の
夢
が
叶
い
希
望
に
燃
え
る
反
面
、
島
崎
藤
村
や
小
山
家
な
ど
小
諸
の
人
々
、
特
に
生
徒
た
ち
の
熱
き
心
に

接
し
て
、
た
っ
た
一
年
で
小
諸
を
去
る
の
は
断
腸
の
思
い
で
あ
っ
た
。
長
七
は
こ
う
し
た
小
諸
へ
の
思
い
の
丈
を
長

文
「
小
諸
を
去
る
辞
」
に
し
た
た
め
た
。

「小諸を去る辞」」抜粋
ああ我、
またついに小諸を去らざるべからざるか。

懐かしき哉、小諸の土地よ
御身の四周をめぐれる山と水と
御身の身辺をかざれる森と花と
御身の上を流るる清涼の空気と
御身が生みたるあどけなき少年少女と
御身の中にそばだち見ゆる小諸小学校の
建物と
また特に我が受け持ち百三十人の
少年を教えたる薄暗き土蔵と
楽しかりしは晩春の修学旅行なりき。
………中略…………
顧みる、信濃教育界における我が三カ年の
歴史を思えば、恍として只夢のごとし。

さらば浅間の山
さらば千曲の川
さらば小諸の知己
さらば我が学校の諸君
さらば我が教えの庭の子等
さらばよ故国信濃の山河健在なれ
いざ別れん哉　
〈1901 年（明治 34 年）〉

第一章
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澤柳政太郎

　
高
等
師
範
学
校
へ
も
長
七
は
優
秀
な
成
績
で
入
学
し
た
。

同
じ
長
野
県
出
身
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
澤
柳
政
太
郎
校
長

に
対
し
て
新
入
生
に
も
拘
ら
ず
、
い
つ
も
の
調
子
で
臆
せ

ず
堂
々
と
接
し
て
い
く
長
七
だ
っ
た
。

　
澤
柳
政
太
郎
は
後
に
文
部
次
官
、
東
北
帝
国
大
学
総
長
、

京
都
帝
国
大
学
総
長
を
歴
任
し
、
そ
の
後
成
城
学
園
を
創
立

す
る
の
だ
が
、
長
七
と
は
、
共
に
信
濃
通
俗
大
学
会
創
立
へ

尽
力
し
、
ま
た
一
緒
に
カ
ナ
ダ
の
国
際
教
育
会
議
に
出
席
す

る
な
ど
生
涯
に
わ
た
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
長
七
が
入
学
し
た
翌
年
、
高
等
師
範
学
校
は
、
広
島
に
も
高
等
師
範
学
校
が
出
来
る
こ
と
を
機
に
東
京
高
等
師
範

学
校
へ
と
改
名
し
、
著
名
な
教
育
者
、
嘉
納
治
五
郎
が
校
長
と
し
て
や
っ
て
来
た
。
嘉
納
治
五
郎
は
そ
れ
以
前
に
も

二
度
高
等
師
範
の
校
長
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
三
度
目
の
校
長
就
任
で
あ
る
。

〈
嘉
納
治
五
郎
〉

第
二
章
　
東
京
時
代
　
１
　
高
等
師
範
学
校
時
代

一
九
〇
一
年
（
明
治
　
年
）
〜
一
九
〇
五
年
（
明
治
　
年
）

34

38
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長
七
に
と
っ
て
大
変
尊
敬
し
憧
れ
て
い
た
嘉
納
治
五
郎
と

の
出
会
い
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
な
っ
た
。
嘉
納
治
五
郎

は
そ
の
時
、
既
に
講
道
館
を
設
立
主
宰
し
、
自
由
な
教
育
と

運
動
教
育
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
た
。
そ
れ
は
長
七
の
教
育

理
念
と
も
合
致
し
て
い
た
。

　
以
後
長
七
が
学
生
時
代
そ
し
て
卒
業
後
、
附
属
中
学
校
に

教
師
と
し
て
勤
め
た
実
に
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
嘉
納
治
五

郎
は
、
常
に
東
京
高
等
師
範
学
校
校
長
で
あ
っ
た
。

　
ど
ん
な
に
近
づ
き
難
い
大
人
物
で
あ
ろ
う
と
長
七
の
物
怖
じ
し
な
い
性
格
は
、
嘉
納
治
五
郎
と
の
出
会
い
に
も
遺

憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
、
且
つ
学
ん
で
い
っ
た
。
嘉

納
治
五
郎
か
ら
国
際
交
流
の
重
要
性
を
説
か
れ
た
か
ら
か
、
長
七
は
英
語
を
専
攻
し
、
ま
た
も
や
優
秀
な
成
績
で
卒

業
し
た
。

　
教
育
学
に
於
け
る
嘉
納
治
五
郎
の
長
七
に
対
す
る
信
頼
も
厚
く
、東
京
高
等
師
範
学
校
内
に「
中
等
教
育
研
究
会
」

な
る
も
の
を
作
っ
た
際
に
は
、
事
務
局
長
を
長
七
に
任
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
長
七
が
学
問
的
に
優
秀
で
あ
っ

た
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
に
起
因
し
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　
長
七
は
講
道
館
に
も
通
い
、
東
京
高
等
師
範
附
属
中
学
校
の
「
柔
道
部
長
」
を
務
め
た
。
そ
れ
ま
で
惨
敗
を
期
し

て
ば
か
り
い
た
対
戦
校
、
院
長
乃
木
大
将
の
学
習
院
中
学
に
勝
っ
た
時
は
、
長
七
大
い
に
喜
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
講

道
館
で
は
、
多
く
の
嘉
納
治
五
郎
の
弟
子
た
ち
と
親
交
を
結
ん
だ
。
そ
の
代
表
的
な
人
物
に
、
後
に
外
交
官
と
な
る

嘉
納
治
五
郎
お
気
に
入
り
の
愛
弟
子
の
杉
村
陽
太
郎
が
い
て
、
長
七
の
渡
米
出
張
時
に
は
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
た
。

嘉納治五郎

第二章
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〈
塩
原
ふ
ゆ
と
結
婚
〉

伊藤長七 26 歳頃

も
う
一
人
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
嘉
納
治
五
郎
と
一
緒
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
「
ロ
シ
ア
柔
道
の
父
」
と
呼

ば
れ
た
小
樽
商
学
校
教
授
の
苫
米
地
英
俊
で
、
長
七
が
一
時
北
海
道
に
移
住
を
考
え
る
ほ
ど
の
親
し
さ
で
あ
っ
た
。

　
諏
訪
高
等
小
学
校
の
教
え
子
の
塩
原
ふ
ゆ
は
、
大
変
優
秀

な
女
生
徒
で
、
反
対
す
る
親
を
長
七
が
説
得
し
て
長
野
県
尋

常
師
範
学
校
に
進
学
し
た
。
受
験
の
時
も
長
七
が
わ
ざ
わ
ざ

諏
訪
か
ら
長
野
ま
で
付
き
添
っ
て
物
議
を
醸
し
、
小
学
校
長

か
ら
叱
責
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
時
か
ら
心
の
奥
底
に
は
、
お
互
い
ほ
の
か
な
想
い
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
二
人
の
気
持
ち
は
、
そ
の
後
も
ず
っ
と

続
き
、
ふ
ゆ
が
長
野
県
尋
常
師
範
を
卒
業
し
諏
訪
湖
ほ
と
り

の
高
島
小
学
校
へ
奉
職
す
る
頃
に
は
、
結
婚
へ
の
思
い
は
固
ま
っ
て
い
た
。

　
長
七
は
既
に
二
十
六
歳
に
な
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
学
生
の
身
で
あ
っ
た
た
め
、
経
済
的
に
も
す
ぐ
結
婚
す
る
の
が

難
し
か
っ
た
。
し
か
し
翌
年
、
ふ
ゆ
は
実
家
か
ら
高
島
小
学
校
へ
通
勤
し
、
長
七
は
東
京
で
学
生
生
活
を
続
け
る
と

い
う
別
居
婚
に
踏
み
切
っ
た
。
二
人
の
純
愛
が
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
別
居
婚
は
そ
の
後
三
年
間
続
い
た
。

　
嘉
納
治
五
郎
は
、
別
居
結
婚
で
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
長
七
の
た
め
に
い
く
つ
か
の
講
師
の
職
（
ア
ル
バ
イ

ト
）
を
紹
介
し
た
。
一
つ
は
、
嘉
納
治
五
郎
自
ら
が
作
っ
た
留
学
生
の
た
め
の
学
校
「
宏
文
学
院
」
の
講
師
の
口
と
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〈
岩
波
茂
雄
〉

岩波茂雄

も
う
一
つ
は
校
長
以
下
主
た
る
教
師
は
カ
ナ
ダ
人
の
「
東
洋
英
和
女
学
校
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
「
東
洋
英
和
女
学
校
」
で
は
、
長
七
が
後
に
東
京
府
立
五
中
校
長
に
な
る
ま
で
の
実
に
十
三
年
間
に
わ
た
っ
て

講
師
を
勤
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
長
七
と
同
郷
で
四
歳
年
下
の
岩
波
茂
雄
は
、
近
所
で
評
判
の
長
七
の
こ
と
を
幼
い
時
か
ら
と
て
も
慕
っ
て
お
り
、

茂
雄
の
母
親
も
ま
た
長
七
に
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。

　
茂
雄
が
国
粋
主
義
者
の
杉
浦
重
剛
に
心
酔
し
諏
訪
実
科
中
学
を
中
退
し
て
、
杉
浦
が
校
長
を
務
め
る
日
本
中
学
に

入
学
す
る
た
め
に
上
京
す
る
際
、
小
諸
に
い
た
長
七
は
、
茂
雄
を
自
宅
に
一
泊
さ
せ
、
お
得
意
の
詩
を
高
ら
か
に
吟

じ
て
東
京
に
送
り
出
し
た
。
跡
取
り
息
子
で
あ
る
茂
雄
の
上
京

は
、
親
戚
や
近
所
の
外
聞
が
悪
い
た
め
、
子
煩
悩
な
母
親
が
隠

れ
る
よ
う
に
茂
雄
を
諏
訪
か
ら
出
発
さ
せ
て
、
長
七
に
小
諸
か

ら
東
京
へ
の
歓
送
を
頼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
茂
雄
は
上
京
後
、
日
本
中
学
か
ら
第
一
高
等
学
校
へ
進
み
多

く
の
友
人
を
得
た
。
特
に
秀
才
藤
村
操
や
安
倍
能
成
と
親
し
く

し
て
い
た
。

　
あ
る
時
、
藤
村
操
が
心
そ
こ
に
あ
ら
ず
の
態
度
で
英
語
の
授

業
を
受
け
て
い
た
た
め
、
教
師
の
夏
目
漱
石
か
ら
酷
く
叱
責
さ

れ
た
。
す
る
と
藤
村
操
は
、
そ
の
二
日
後
に
華
厳
の
滝
で
自
殺

第二章
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し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
件
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
さ
れ
て
、
漱
石
は
自
分
の
せ
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
悩

み
、
岩
波
茂
雄
は
親
友
の
死
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
一
高
を
中
退
し
信
濃
の
野
尻
湖
の
弁
天
島
に
籠
っ
て
し

ま
っ
た
。
安
倍
能
成
は
、
愛
す
る
人
の
兄
（
後
に
妹
と
結
婚
）
で
あ
る
親
友
の
藤
村
操
の
死
に
衝
撃
を
受
け
た
と
同

時
に
も
う
一
人
の
親
友
岩
波
茂
雄
の
隠
遁
に
心
悩
ま
せ
、
長
七
の
も
と
へ
相
談
に
行
っ
た
。
茂
雄
の
母
親
の
方
か
ら

も
相
談
を
受
け
て
い
た
長
七
は
、
学
業
に
戻
る
よ
う
根
気
よ
く
茂
雄
を
説
得
し
た
。
最
終
的
に
母
親
を
野
尻
湖
に
行

か
せ
る
こ
と
で
大
い
な
る
母
の
愛
情
に
気
付
か
せ
、
茂
雄
は
遂
に
復
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

長
七
は
、
茂
雄
が
東
京
に
帰
っ
た
後
も
何
か
と
気
遣
い
、
真
宗
大
谷
派
僧
侶
の
近
角
常
観
が
主
宰
し
て
い
る
本
郷

の
求
道
学
舎
へ
通
う
こ
と
を
勧
め
る
な
ど
、
精
神
的
に
弱
っ
て
い
る
茂
雄
を
助
け
た
。

　

そ
の
後
、
茂
雄
は
紆
余
曲
折
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
選
科
を
卒
業
し
教
師
に
な
っ
た
が
、
自
信
が
持
て
ず

辞
め
て
、
神
田
神
保
町
で
古
本
屋
を
開
い
た
。
こ
の
時
期
あ
た
り
か
ら
長
七
の
影
響
が
、
茂
雄
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
精
神
的
に
逞
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

茂
雄
は
新
し
く
開
く
店
の
看
板
を
夏
目
漱
石
に
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
し
て
翌
年
の
一
九
一
四
年
（
大
正
３

年
）
に
は
、「
こ
こ
ろ
」
を
初
出
版
さ
せ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
夏
目
漱
石
の
「
こ
こ
ろ
」
が
、出
版
社
「
岩
波
書
店
」

の
出
発
点
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
一
九
一
六
年
（
大
正
５
年
）
に
漱
石
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
に
は
、「
漱
石
全
集
」
を
刊
行
し
大
成
功
を
収

め
る
の
で
あ
る
。

　

成
功
し
た
後
で
も
岩
波
茂
雄
は
、
伊
藤
長
七
へ
の
感
謝
と
敬
愛
の
念
を
忘
れ
ず
、
長
七
の
海
外
渡
航
に
際
し
た
時

な
ど
に
金
銭
的
援
助
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
現
在
の
岩
波
書
店
の
資
料
室
に
は
、
長
七
の
岩
波
茂
雄
に
送
っ
た
多
数
の

書
簡
が
、
い
ま
だ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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伊集院五郎

　
長
七
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
附
属
中
学
の
教
師
と
な
っ
た
。
国
立
の
付
属
中
学
に
は
優
秀
な
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
て
、
長
七
は
諏
訪
や
小
諸
と
同
様
、
都
会
の
生
徒
た
ち
に
も
大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
人
望
を
集

め
た
。
ま
た
生
徒
た
ち
だ
け
で
な
く
そ
の
親
た
ち
と
も
密
な
関
係
に
な
っ
て
い
た
。

　
教
え
子
の
伊
集
院
松
治
、
竹
二
（
大
野
竹
二
）
兄
弟

の
父
親
の
伊
集
院
五
郎
は
、
第
五
代
連
合
艦
隊
司
令
長

官
（
前
任
者
は
東
郷
平
八
郎
）
の
海
軍
元
帥
の
地
位
に

あ
っ
た
が
、
筆
ま
め
な
長
七
は
長
年
に
わ
た
っ
て
伊
集

院
五
郎
や
妻
の
繫
子
に
書
簡
を
送
り
続
け
、
ま
た
兄
弟

二
人
も
附
属
中
を
卒
業
し
、
海
軍
兵
学
校
に
入
っ
た
後

も
長
七
に
近
況
を
知
ら
せ
る
な
ど
、
伊
集
院
家
と
の
繋

が
り
は
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

〈
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
〉

第
三
章　

東
京
時
代　

２ 　

一
九
〇
五
年
（
明
治　

年
）
〜
一
九
一
九
年
（
大
正
８
年
）
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〈
諏
訪
中
学
校
〉

　
ま
た
夏
目
漱
石
の
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
に
出
て
く
る
近
所
の
医
師
、
甘
木
先
生
の
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
る
尼
子
四

郎
は
、
教
え
子
の
尼
子
富
士
郎
の
父
親
で
お
隣
に
住
む
漱
石
と
親
し
く
し
て
い
た
。
漱
石
に
息
子
富
士
郎
の
高
師
附

属
中
学
の
英
語
の
受
験
指
導
を
頼
ん
だ
が
、
漱
石
は
家
庭
教
師
を
引
き
受
け
た
も
の
の
富
士
郎
の
出
来
の
悪
さ
を
嘆

い
た
ら
し
い
。
し
か
し
富
士
郎
は
高
師
附
属
中
学
に
無
事
合
格
し
、
長
七
の
指
導
の
下
、
成
績
優
秀
で
卒
業
し
後
年

老
人
医
学
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。

　
尼
子
四
郎
と
夏
目
漱
石
は
、
単
に
医
者
と
患
者
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
漱
石
お
気
に
入
り
の
画
家
、
結
城
素
明
を

交
え
て
芸
術
愛
好
仲
間
と
し
て
親
し
い
友
人
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
何
と
長
七
が
、
夏
目
漱
石
や
尼
子
四
郎
と
だ

け
で
な
く
結
城
素
明
と
も
関
わ
っ
て
交
流
し
て
い
た
書
簡
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
何
事
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
長
七
に
は
、
た
だ
た
だ
驚
か
さ

れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
他
に
も
高
師
附
属
中
学
の
教
え
子
に
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
石
川
欣
一
、
地
震
学
者
の
石
本
巳
四
雄
、
高
島
屋

の
飯
田
東
一
な
ど
長
じ
て
著
名
に
な
る
人
物
が
多
々
い
て
、
彼
ら
は
皆
、
後
々
ま
で
長
七
を
敬
愛
し
て
い
た
。

　
そ
の
頃
諏
訪
で
は
諏
訪
中
学
校
が
新
設
さ
れ
、
生
徒
の
中
か
ら
校
歌
を
作
ろ
う
と
の
機
運
が
高
ま
り
、
か
つ
て
の

長
七
の
諏
訪
高
等
小
学
校
時
代
の
教
え
子
が
、
新
設
の
諏
訪
中
学
校
に
は
縁
も
な
い
、
し
か
も
東
京
に
住
ん
で
い
る

長
七
に
、
わ
ざ
わ
ざ
作
詞
を
頼
ん
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
た
っ
た
一
年
間
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
諏
訪
高
等
小
学
校
の
生
徒
た
ち
の
心
の
中
に
、
長
七
の
教
え
が
強
烈
に
残
っ
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〈
東
洋
英
和
女
学
校
〉

て
い
た
の
で
あ
る
。
長
七
が
作
詞
し
た
八
番
も
あ
る
長
い
校
歌
は
、
諏
訪
中
学
か
ら
諏
訪
清
陵
高
校
に
な
っ
た
今
も

「
♪
東
に
高
き
八
ヶ
岳
♪
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
同
じ
よ
う
に
長
七
を
慕
っ
て
い
た
諏
訪
中
学
の
生
徒
に
小
平
権
一
が
い
た
。
小
平
権
一
は
諏
訪
高
等
小
学
校
で
直

接
長
七
に
教
え
ら
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
有
名
な
同
郷
の
先
輩
長
七
を
尊
敬
し
何
か
と
頼
っ
て
い
っ
た
。

　
権
一
が
諏
訪
に
「
道
志
社
」
と
い
う
学
生
寮
を
作
っ
た
時
や
、
そ
の
後
上
京
し
て
一
高
、
帝
大
に
進
ん
で
「
東
京

道
志
社
」
を
結
成
す
る
際
に
長
七
に
相
談
し
て
趣
旨
書
を
頼
ん
で
書
い
て
も
ら
っ
た
。
長
七
は
「
道
志
社
」
の
精
神

的
指
導
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
諏
訪
の
財
界
人
に
建
設
資
金
調
達
の
根
回
し
を
す
る
な
ど
面
倒
見
良
く
、
多
方
面

に
働
き
か
け
て
権
一
に
協
力
し
た
。

　
権
一
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
面
で
も
長
七
を
頼
り
、
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
た
め
、
生
涯
に
渡
っ
て
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
後
に
自
分
の
息
子
を
、
長
七
が
校
長
に
な
っ
た
府
立
五
中
へ
わ
ざ
わ
ざ
入
学
さ
せ
た

り
も
し
た
。
そ
の
息
子
と
は
、
日
本
で
初
め
て
数
学
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い
わ
れ
る
「
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
」
を
受
賞
し

た
小
平
邦
彦
で
あ
る
。

　
東
洋
英
和
女
学
校
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
女
性
宣
教
師
た
ち
が
主
に
教
師
を
務
め
る
女
学
校
で
あ
っ
た
。

長
七
は
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
、
学
生
結
婚
し
た
ふ
ゆ
と
は
そ
の
時
ま
だ
別
居
中
で
あ
り
、
嘉

納
治
五
郎
に
斡
旋
さ
れ
た
東
洋
英
和
女
学
校
の
講
師
の
職
は
経
済
的
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。
し
か
も
東
洋
英
和
女
学

校
と
い
う
職
場
は
、
国
際
感
覚
を
身
に
着
け
、
英
語
能
力
を
向
上
さ
せ
る
上
で
も
絶
好
の
場
で
あ
っ
た
の
だ
。

第三章
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長
七
の
担
当
教
科
は
教
育
学
で
あ
っ
て
生
徒
に
英
語
は
教
え
て
い
な
い
が
、
職
員
室
で
ま
っ
た
く
物
怖
じ
せ
ず
、

陽
気
に
カ
ナ
ダ
人
教
師
陣
に
話
し
か
け
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
こ
の
職
場
で
長
七
の
英
会
話
力
が
上
達
し
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
長
七
は
正
式
に
東
京
高
等
師
範
附
属
中
学
の
教
諭
と
な
っ
て
、
ふ
ゆ
を
諏
訪
か
ら
呼
び
寄
せ
た
後
も
、
十
年
以
上

東
洋
英
和
女
学
校
の
講
師
を
続
け
た
。
そ
し
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
も
な
い
長
七
が
長
き
に
わ
た
っ
て
講
師
を
続
け
る

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
教
育
指
導
能
力
が
優
れ
て
い
た
こ
と
に
外
な
ら
ず
、
事
実
カ
ナ
ダ
本
部
へ
送
ら
れ
た
校
長
や

理
事
が
出
席
す
る
東
洋
英
和
女
学
校
理
事
会
の
報
告
書
に
も
、
長
七
の
評
価
が
高
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
赤
毛
の
ア
ン
」
の
翻
訳
で
有
名
な
村
岡
花
子
は
、
東
洋
英
和
女
学
校
を
卒
業
し
て
一
時
、
甲
府
の
女
学
校
の
教
師

に
な
っ
て
い
る
が
、
長
七
か
ら
教
育
学
を
学
ん
で
い
た
。
そ
の
当
時
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
す
る
東
洋
英
和
女
学
校

に
は
政
府
の
圧
力
が
あ
っ
て
、
日
本
人
教
師
に
よ
る
教
育
学
の
授
業
を
受
け
な
け
れ
ば
、
卒
業
し
て
か
ら
教
職
に
就

く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
村
岡
花
子
と
そ
の
親
友
で
歌
人
の
柳
原
白
蓮
が
一
緒
の
卒
業
写
真
に
は
、
長

七
が
特
徴
あ
る
風
貌
（
禿
げ
頭
）
で
並
ん
で
写
っ
て
い
て
、
と
て
も
目
立
っ
て
い
る
。

　
長
七
が
講
師
と
し
て
勤
め
て
い
る
に
時
に
、
北
米
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
人
々
の
基
金
に
よ
っ

て
、
日
本
初
の
キ
リ
ス
ト
教
系
女
子
大
学
創
設
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
東
洋
英
和
女
学
校
の
高
等
科
が
併
合
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
校
長
の
イ
ザ
ベ
ラ
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ア
等
が
、
中
心
と
な
っ
て
東
京
女
子
大
学
創
設
へ
と
動
い
て
い

く
の
だ
が
、
東
京
女
子
大
学
初
代
学
長
と
な
る
新
渡
戸
稲
造
が
、
度
々
東
洋
英
和
女
学
校
へ
講
演
者
と
し
て
訪
れ
て

い
た
。
長
七
は
、
こ
こ
で
嘉
納
治
五
郎
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
国
際
派
の
大
人
物
、
新
渡
戸
稲
造
と
知
り
合
い
そ
し
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て
新
渡
戸
稲
造
の
親
友
、
後
藤
新
平
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
長
七
は
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
の
教
諭
時
代
に
嘉
納
治
五
郎

が
主
宰
す
る
「
中
等
教
育
研
究
会
」
の
事
務
局
長
を
務
め
る
傍
ら
、
自
分

自
身
も
教
育
研
究
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
論
説
文
に
し
た
た
め
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
思
い
も
か
け
な
い
発
表
の
機
会
が
訪
れ
た
。
一
九
一
二
年

（
明
治
　
年
）
四
月
三
十
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
の
何
と
四
十
八
回
に
も

わ
た
っ
て
、
朝
日
新
聞
の
文
化
欄
に
黒
風
白
雨
楼
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
現

代
教
育
観
」
と
題
し
て
論
説
文
が
連
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
頃
、
長
七

が
考
察
し
て
い
る
そ
の
当
時
の
教
育
界
、
教
育
行
政
や
学
校
教
育
シ
ス
テ

ム
の
欠
点
や
弊
害
な
ど
の
論
説
ほ
か
「
海
外
に
於
け
る
同
胞
子
弟
の
教

育
」、「
日
本
と
米
国
に
て
教
育
せ
ら
れ
た
る
児
童
観
念
界
の
対
比
」、「
支

那
学
生
教
育
の
失
敗
」、「
朝
鮮
半
島
の
教
育
行
政
、
偉
人
の
施
設
経
綸
に

待
つ
」
な
ど
と
い
う
題
目
も
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
明
治
末
期
だ
け
で

な
く
現
在
で
も
十
分
に
通
用
す
る
考
察
で
あ
っ
て
、
長
七
の
慧
眼
に
は

只
々
驚
か
さ
れ
る
。

　
こ
の
連
載
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
朝
日
新
聞
社
に
読
者
の
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
同
じ
年
の
十
月
に
は
「
読
者
の
声
」
な
ど
を
追

〈
現
代
教
育
観
〉

45
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記
・
補
記
し
て
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　
た
か
だ
か
三
十
六
歳
の
そ
れ
も
無
名
の
一
中
学
教
諭
が
、
ど
う
し
て
朝
日
新
聞
に
論
説
を
連
載
出
来
た
の
か
疑
問

に
思
う
が
、
そ
の
答
え
は
、
長
七
が
「
現
代
教
育
観
」
を
単
行
本
化
し
た
時
の
自
序
に
二
人
の
人
物
へ
感
謝
の
辞
を

述
べ
て
い
る
こ
と
で
分
か
る
。
一
人
は
そ
の
頃
も
う
既
に
歌
人
と
し
て
名
を
上
げ
て
い
た
長
野
師
範
学
校
の
同
級
生

太
田
水
穂
で
、
彼
の
強
力
な
後
押
し
が
あ
っ
た
。
も
う
一
人
は
朝
日
新
聞
社
社
員
の
薄
井
長
梧
と
い
う
人
物
で
、
こ

の
連
載
の
実
現
に
直
接
携
わ
っ
て
い
た
。

　
薄
井
長
梧
（
北
澤
秀
一
）
は
、
予
て
か
ら
夏
目
漱
石
を
敬
愛
し
且
つ
親
し
く
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
漱
石
が
東
京

帝
国
大
学
を
辞
め
朝
日
新
聞
に
入
社
す
る
と
、
既
に
読
売
新
聞
の
社
員
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漱
石
を
追

う
よ
う
に
朝
日
新
聞
に
入
社
し
た
。
漱
石
亡
き
後
、
薄
井
は
朝
日
聞
社
を
辞
め
漱
石
を
偲
ん
で
英
国
に
渡
り
、
帰
朝

後
に
ロ
ン
ド
ン
報
告
と
し
て
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
論
」
を
発
表
し
、
日
本
に
於
け
る
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
の
命
名
者
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
薄
井
と
長
七
を
結
び
つ
け
て
「
現
代
教
育
観
」
の
朝
日
新
聞
連
載
の
影
の
力
と
な
っ
た
の
は
、
夏
目
漱
石
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
を
一
九
〇
五
年
（
明
治
　
年
）
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
発
表
後
、
漱
石
は
東
京
帝
国
大
学
教
師
の

道
を
捨
て
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
　
年
）
朝
日
新
聞
に
入
社
し
職
業
作
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

　
一
九
〇
八
年
（
明
治
　
年
）、
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
「
三
四
郎
」
に
何
と
伊
藤
長
七
と
思
し
き
中
学
教
師
が

〈
夏
目
漱
石
〉
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夏目漱石

登
場
し
て
い
た
で
は
な
い
か
。

　
第
十
章
の
と
こ
ろ
で
三
四
郎
が
広
田
先
生
の
家
に
病
気

見
舞
い
に
行
く
と
、
座
敷
で
広
田
先
生
と
柔
道
の
形
を
実

演
し
て
い
る
中
学
教
師
が
い
て
、
三
四
郎
が
持
参
し
た
土

産
の
柿
を
三
人
で
食
べ
る
場
面
が
あ
る
。
学
科
以
外
に
柔

道
も
教
え
る
そ
の
中
学
教
師
は
、
広
田
先
生
の
家
で
柔
道

の
形
を
実
演
し
先
生
を
組
み
敷
い
て
し
ま
う
事
（
長
七
な

ら
他
人
の
家
の
座
敷
で
目
上
の
人
を
組
み
敷
く
こ
と
く
ら

い
平
気
で
や
っ
た
で
あ
ろ
う
）、
生
活
難
で
妻
を
国
元
に
預
け
て
い
る
事
（
新
婚
の
ふ
ゆ
と
は
経
済
的
理
由
で
東
京

と
諏
訪
と
で
三
年
間
別
居
）、
一
つ
所
に
長
く
留
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
事
（
二
年
間
で
三
回
も
辞
め
さ
せ
ら
れ
、
四

つ
の
学
校
に
勤
め
た
）、
紛
擾
の
事
（
正
木
直
太
郎
長
野
師
範
学
校
長
教
科
書
収
賄
裁
判
で
長
七
は
正
木
無
罪
弁
論

の
証
言
に
立
っ
た
）
な
ど
そ
れ
ま
で
の
長
七
が
辿
っ
た
人
生
と
悉
く
符
合
す
る
で
あ
る
。

　
こ
の
中
学
教
師
は
「
三
四
郎
」
の
中
で
こ
こ
の
場
面
に
だ
け
に
し
か
出
て
こ
な
い
が
、
貧
し
く
て
辞
職
に
怯
え
な

が
ら
も
前
向
き
で
、
学
生
生
活
が
如
何
に
充
実
し
て
い
た
か
を
懐
か
し
む
こ
の
人
物
を
、
漱
石
ら
し
く
シ
ニ
カ
ル
な

表
現
で
三
四
郎
に
語
ら
せ
て
い
る
。

　
岩
波
茂
雄
が
親
友
藤
村
操
の
華
厳
の
滝
投
身
自
殺
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
被
っ
て
野
尻
湖
へ
の

引
き
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
長
七
は
、
安
倍
能
成
を
通
じ
て
夏
目
漱
石
と
関
わ
り
を
持
っ

た
。
ま
た
漱
石
の
家
の
隣
に
住
む
高
等
師
範
附
属
中
学
の
教
え
子
、
尼
子
富
士
郎
と
そ
の
父
親
四
郎
と
の
関
係
か
ら

第三章
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も
、
長
七
は
厚
か
ま
し
く
漱
石
宅
に
出
入
り
し
て
い
た
。

　
夏
目
漱
石
は
、
育
っ
た
環
境
が
影
響
し
た
の
か
癇
癪
持
ち
で
神
経
質
、
人
に
対
す
る
見
方
が
辛
辣
で
あ
り
ま
た
上

昇
志
向
の
強
い
人
間
や
名
誉
を
重
ん
じ
る
人
た
ち
を
嫌
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
に
積
極
的
に
近
づ
い
て
き
て
饒
舌
に

語
る
一
中
学
教
師
を
初
め
の
う
ち
は
、
あ
ま
り
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。

　
だ
が
そ
の
一
方
で
漱
石
は
多
く
の
弟
子
た
ち
に
慕
わ
れ
て
面
倒
見
も
良
く
、
本
質
の
と
こ
ろ
は
優
し
い
人
物
で

あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
島
崎
藤
村
や
他
の
多
く
の
大
人
物
と
同
様
に
や
が
て
は
、
長
七
の
教
育
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢

や
考
察
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
力
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
一
九
一
一
年
（
明
治
　
年
）
の
漱
石
の
日
記
に
伊
藤
長
七
が
訪
ね
て
来
て
、
長
野
県
で
の
講
演
を
頼
ん
で
い
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
漱
石
は
前
年
の
「
修
善
寺
の
大
患
」
で
入
院
し
、
や
っ
と
退
院
し
た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
く

長
七
の
申
し
出
を
引
き
受
け
た
。
鏡
子
夫
人
は
、
病
後
間
も
な
い
夫
を
心
配
し
て
当
初
こ
の
講
演
旅
行
に
反
対
す
る

の
だ
が
、
漱
石
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
講
演
旅
行
の
妻
同
伴
を
恥
ず
か
し
い
と
嫌
が
る
漱
石
に
有
無
を
言

わ
せ
ず
、
夫
人
は
強
引
に
付
き
添
っ
て
行
く
こ
と
で
こ
の
旅
行
を
承
知
し
た
。

　
長
野
講
演
は
長
七
ゆ
か
り
の
地
の
三
か
所
で
催
さ
れ
た
。
ま
ず
島
崎
藤
村
や
小
山
家
な
ど
長
七
の
思
い
入
れ
の
深

い
小
諸
、
卒
業
し
た
長
野
師
範
学
校
の
あ
る
長
野
、
そ
し
て
故
郷
の
諏
訪
、
し
か
も
そ
の
会
場
は
、
か
つ
て
妻
ふ
ゆ

と
親
友
島
木
赤
彦
が
一
緒
に
勤
め
て
い
た
高
島
小
学
校
の
講
堂
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
長
野
講
演
は
各
地
で
盛
況
を
極
め
た
。
ま
た
漱
石
は
あ
ち
こ
ち
楽
し
く
観
光
も
し
て
無
事
に
帰
宅
出
来
た
た

め
、
殊
の
外
ご
機
嫌
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
は
長
野
各
地
で
世
話
に
な
っ
た
信
濃
教
育
界
の
人
た
ち
に
（
長

七
の
親
し
い
友
人
守
屋
喜
七
宛
て
）
送
っ
た
漱
石
の
書
簡
な
ど
で
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
長
七
の
「
現
代
教
育
観
」
が
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
漱
石
の
長
野
講
演
旅
行
の
翌
年
一
九
一
二
年

44
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（
明
治
　
年
）
で
あ
っ
た
。

　
後
藤
新
平
が
台
湾
総
督
府
民
生
長
官
の
時
に
五
歳
年
下
の
新
渡
戸
稲
造
を
技
師
と
し
て
台
湾
に
招
聘
し
て
以
来
、

後
藤
は
貴
族
院
議
員
と
な
り
政
府
の
重
職
に
就
き
、新
渡
戸
は
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
っ
て
い
た
が
、二
人
は
度
々

一
緒
に
欧
米
視
察
旅
行
を
す
る
な
ど
長
き
に
わ
た
っ
て
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
後
藤
新
平
は
、
予
て
よ
り
通
俗
大

学（
社
会
人
教
養
大
学
）の
必
要
性
を
提
唱
し
、新
渡
戸
稲
造
も
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
た
の
で
、

二
人
は
協
力
し
て
通
俗
大
学
の
創
立
を
図
っ
た
。

　
そ
こ
で
重
職
に
あ
る
こ
の
二
人
に
代
わ
っ
て
実
際
に
行

動
し
、
通
俗
大
学
「
信
濃
夏
期
大
学
」
の
実
現
に
漕
ぎ
着

け
る
こ
と
が
で
き
た
一
番
の
功
労
者
が
、
長
七
で
あ
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
大
臣
を
歴
任
し
て
い
る
よ
う
な
偉
い
大
人
物
の
後
藤
新

平
に
対
し
て
、
二
十
歳
も
年
下
で
一
介
の
中
学
教
師
に
も

拘
ら
ず
、
卑
屈
な
所
が
全
く
な
く
積
極
的
に
接
し
て
い
く

の
が
長
七
の
常
で
、
通
俗
大
学
会
を
創
立
す
る
た
め
に
信

州
へ
の
橋
渡
し
役
を
自
ら
率
先
し
て
引
き
受
け
た
。

45

〈
後
藤
新
平
と
新
渡
戸
稲
造
〉

後藤新平
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先
ず
長
七
は
、
後
藤
新
平
の
「
通
俗
大
学
」
講
演
会
を

長
野
県
各
地
で
開
く
こ
と
を
企
画
し
、
長
野
県
教
育
界
で

の
通
俗
大
学
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た

長
野
出
身
の
財
界
人
か
ら
の
経
済
的
支
援
を
取
り
付
け
る

た
め
に
活
躍
し
、
長
七
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
は
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
た
の
だ
。

　

そ
の
結
果
、
総
裁
に
後
藤
新
平
、
会
長
は
新
渡
戸
稲
造

と
な
る
信
濃
通
俗
大
学
会
が
創
立
さ
れ
、
理
事
に
は
、
長

野
出
身
の
澤
柳
政
太
郎
博
士
と
加
藤
正
治
博
士
そ
し
て
伊

藤
長
七
の
三
人
が
選
ば
れ
た
。
そ
れ
か
ら
藤
原
銀
次
郎
や

田
中
銀
之
助
と
い
っ
た
著
名
な
財
界
人
が
監
事
と
な
っ
て
、
遂
に
一
九
一
七
年
（
大
正
６
年
）「
信
濃
木
崎
夏
期

大
学
」
が
開
学
し
た
。
ま
た
翌
年
に
は
「
軽
井
沢
夏
期
大
学
」
も
始
ま
っ
た
。

　

講
師
陣
の
選
択
に
も
長
七
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
フ
ル
活
動
し
た
の
で
、
後
藤
新
平
、
新
渡
戸
稲
造
、
澤
柳
政
太
郎
、

加
藤
正
治
た
ち
は
勿
論
だ
が
、
吉
野
作
造
、
神
田
乃
武
、
小
平
権
一
、
鳩
山
秀
夫
等
、
高
名
で
魅
力
的
な
講
師
た
ち

が
揃
っ
た
。

　

裏
方
の
世
話
役
と
し
て
八
面
六
臂
の
活
躍
を
見
せ
た
長
七
で
は
あ
っ
た
が
、「
信
濃
木
崎
夏
期
大
学
」
で
は
、
教

育
論
講
演
の
壇
に
も
立
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
「
信
濃
木
崎
夏
期
大
学
」
は
現
在
に
至
る
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
続

い
て
い
る
。

新渡戸稲造
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授業風景

　

一
九
〇
一
年
（
明
治　

年
）、
東
京
府
立
第
一
中
学
校
か
ら
の
分
校
と
し
て
東
京
の
三
地
域
に
府
立
第
二
、
第
三
、

第
四
中
学
校
が
創
ら
れ
た
。
以
後
東
京
府
に
は
十
七
年
間
、
こ
の
四
校

し
か
公
立
中
学
校
が
な
く
年
々
入
試
難
が
激
化
し
て
き
た
た
め
、
一
九

一
八
年
（
大
正
７
年
）
に
府
立
第
五
中
学
校
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

そ
の
校
長
に
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
教
諭
の
伊
藤
長
七
が

大
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

信
濃
通
俗
大
学
会
創
立
の
際
に
大
活
躍
を
見
せ
た
長
七
は
、
時
の
東

京
府
知
事
井
上
友
一
に
認
め
ら
れ
新
設
中
学
の
校
長
に
任
命
さ
れ
た
。

井
上
東
京
府
知
事
だ
け
で
な
く
内
務
大
臣
後
藤
新
平
や
新
渡
戸
稲
造
、

澤
柳
政
太
郎
、
そ
し
て
嘉
納
治
五
郎
と
い
っ
た
大
人
物
の
後
ろ
盾
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
長
七
は
そ
れ
ま
で
の
公
立
中
学
校
と
は
一
線

を
画
す
ユ
ニ
ー
ク
な
中
学
校
設
立
を
許
さ
れ
た
。

〈
東
京
府
立
第
五
中
学
校
校
長
〉

第
四
章
　
府
立
第
五
中
学
校
校
長
時
代
　

一
九
一
八
年
（
大
正
７
年
）
〜
一
九
三
〇
年
（
昭
和
５
年
）

38
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熊鶴亀犬猿猫体操 女教師による英語の授業

　「
立
志
・
開
拓
・
創
作
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
自
由
、
自
治
の
精
神
が
五
中

教
育
の
基
本
に
据
え
ら
れ
、
特
に
理
化
学
教
育
を
重
視
し
、
緻
密
な
考
察

力
を
も
っ
て
知
力
、
体
力
の
備
わ
っ
た
人
格
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
最
大

の
目
標
と
し
た
。
上
級
学
校
受
験
合
格
の
た
め
の
知
識
の
詰
め
込
み
教
育

な
ど
は
決
し
て
せ
ず
、
広
く
教
養
を
深
め
、
自
分
自
身
で
考
え
行
動
し
ろ

と
い
う
長
七
の
教
師
に
な
っ
て
以
来
の
持
論
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
先
ず
教
師
陣
に
優
秀
な
人
材
を
集
め
た
。
英
語
の
岩
崎
民
平
（
研
究
社

英
語
辞
書
の
編
纂
者
）、  
音
楽
の
簗
田
貞
（「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
や

「
城
ヶ
島
の
雨
」
の
作
曲
者
）、
図
画
の
矢
沢
弦
月
な
ど
後
に
著
名
に
な
る

人
物
を
多
数
採
用
し
た
。
そ
れ
か
ら
漢
文
の
栗
山
津
禰
（
日
本
初
の
男
女

共
学
大
学﹇
東
洋
大
学
﹈に
入
学
し
た
最
初
の
女
子
学
生
）や
英
会
話
の
ジ
ェ

ネ
ビ
ー
ブ
・
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
等
、
日
本
の
教
育
史
上
初
め
て
男
子
中

学
校
の
教
壇
に
女
子
教
師
を
立
た
せ
た
こ
と
も
画
期
的
で
あ
っ
た
。

　　
長
七
は
ま
た
「
熊
鶴
亀
犬
猿
猫
体
操
」
と
い
う
熊
、
鶴
、
亀
な
ど
と
の

掛
け
声
の
も
と
、
皆
で
同
一
の
動
作
は
せ
ず
、
各
自
勝
手
に
動
物
の
動
き

を
発
想
し
体
現
す
る
と
い
う
い
か
に
も
長
七
ら
し
い
健
康
法
を
考
案
し
た
。

し
か
し
こ
の
体
操
は
、
集
団
で
各
自
勝
手
に
行
う
動
き
が
特
異
な
状
況
に

見
え
る
よ
う
で
、
残
念
な
が
ら
生
徒
た
ち
に
は
不
評
で
あ
っ
た
。
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朝礼 鯉あげ

　
毎
年
五
月
五
日
、
端
午
の
節
句
の
休
日
に
長
七
は
、
全
校
生
徒
を

校
庭
に
集
め
、
鯉
の
ぼ
り
の
腹
に
風
船
を
た
く
さ
ん
詰
め
、
背
び
れ

な
ど
に
も
取
り
付
け
て
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
ま
で
飛
ん
で
い
け
」
と
叫

ん
で
大
空
に
舞
い
上
が
ら
せ
た
。
こ
の
行
事
は
、
生
徒
た
ち
の
胸
に

熱
い
思
い
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
い
た
っ
て
好
評
で
あ
っ
た
。

　
後
日
、
鯉
の
ぼ
り
が
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
に
落
ち
て
き
た
と
の
知
ら

せ
に
「
鯉
の
ぼ
り
は
ア
メ
リ
カ
ま
で
行
っ
た
後
、
埼
玉
ま
で
帰
っ
て

き
た
」
と
、
長
七
は
生
徒
た
ち
を
大
い
に
笑
わ
せ
た
と
い
う
。

　
五
中
名
物
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
飛
ば
し
は
、
長
七
亡
き
後
も
毎
年

続
い
た
が
、
不
幸
に
も
日
中
戦
争
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
府
立
五
中
の
ブ
レ
ザ
ー
に
ネ
ク
タ
イ
姿
の
標
準
服
は
、
質
実
剛
健

の
詰
襟
服
姿
が
当
た
り
前
の
時
代
に
あ
っ
て
、
世
の
人
々
を
驚
か
せ

た
。
し
か
も
制
服
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
標
準
服
で
あ
っ
た
の
で

例
え
詰
襟
服
を
着
て
も
服
装
違
反
を
咎
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
長
七
は
英
国
の
名
門
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
校
風
を
範
と
し

て
紳
士
的
に
振
舞
う
こ
と
を
、
生
徒
た
ち
に
望
ん
で
い
た
の
で
、
ま

ず
服
装
か
ら
入
っ
て
背
広
に
ネ
ク
タ
イ
と
い
う
「
紳
士
」
と
し
て
の

〈
標
準
服
〉
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転地修養隊法禅寺 (1920 年）

自
覚
と
誇
り
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

長
七
は
度
々
朝
の
講
話
で
「
諸
君
は
若
年
と
い
え
ど
も
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
あ
る
。
故
に
わ
が
府
立
五
中
は
紳
士

の
学
園
で
あ
る
。
生
徒
を
小
紳
士
と
し
て
遇
す
る
の
で
あ
る
か
ら
自
覚
を
も
っ
て
行
動
せ
よ
。
従
っ
て
わ
が
校
に
罰

則
と
い
う
も
の
は
な
い
の
だ
」
と
話
し
て
い
た
。

長
七
の
朝
礼
で
の
話
は
、
い
つ
も
長
く
時
に
は
泣
き
な
が
ら
の
熱
血
ぶ
り
で
あ
っ
た
の
で
、
初
め
の
う
ち
は
辟
易
し

な
が
ら
も
や
が
て
は
生
徒
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
皆
の
び
の
び
と
自
己
を
表
現
し
、
自
発

的
に
学
ぶ
と
い
っ
た
府
立
五
中
生
独
特
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。

　

知
力
ば
か
り
で
な
く
体
力
も
重
要
と
考
え
て
い
た
長
七
は
、

生
徒
た
ち
に
農
村
生
活
を
体
験
さ
せ
て
、
農
業
が
我
が
国
の
基

幹
と
な
る
こ
と
を
体
得
し
、
合
わ
せ
て
心
身
の
鍛
錬
、
知
識
の

修
養
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
「
夏
期
転
地
修
養
隊
」
を
計
画
実

行
し
た
。
一
九
一
九
年
（
大
正
８
年
）
の
初
回
は
、
夏
休
み
に

入
っ
て
か
ら
の
約
二
週
間
の
日
程
で
総
勢
六
十
人
の
生
徒
た
ち

が
上
野
駅
を
出
発
し
、
先
ず
軽
井
沢
へ
行
き
軽
井
沢
夏
期
大
学

宿
舎
に
一
泊
し
た
後
、
小
諸
で
は
長
七
の
教
え
子
の
小
山
邦
太

郎
の
案
内
で
製
糸
工
場
や
懐
古
園
を
見
学
し
、
北
佐
久
郡
志
賀

村
の
法
禅
寺
に
一
週
間
ほ
ど
逗
留
。
そ
こ
で
芋
堀
、
田
草
取

〈
夏
期
転
地
修
養
隊
〉
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神津猛

り
、
山
林
の
手
入
れ
、
桑
園
手
入
れ
な
ど
の
農
作
業
を
実
体
験
し
た
。
そ
の
後
長
野
に
行
き
善
光
寺
参
り
を
済
ま
せ
、

戸
隠
に
回
っ
て
野
尻
湖
か
ら
長
野
を
経
て
上
野
に
帰
着
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
次
の
年
以
降
に
は
、
諏

訪
や
木
崎
夏
期
大
学
の
方
に
も
足
を
延
ば
し
て
い
て
、
夏
目
漱
石
の
長
野
講
演
の
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
長
七
の

長
野
県
に
於
け
る
馴
染
み
の
場
所
が
一
目
瞭
然
で
面
白
い
。

　「
夏
期
転
地
修
養
隊
」
は
、
北
佐
久
郡
志
賀
村
村
長
の
神
津
猛
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
北
佐
久
郡
の
多
く
の

人
々
が
府
立
五
中
生
徒
の
た
め
「
夏
期
転
地
修
養
隊
」
実
現
に
力
を
貸
し
て
く
れ
た
。
志
賀
村
長
の
神
津
猛
は
「
赤

壁
の
家
」
で
知
ら
れ
る
佐
久
の
名
士
、
実
業
家
で
、
島
崎
藤
村
、
田
山
花
袋
、
高
浜
虚
子
等
多
く
の
文
人
と
の
交
流

が
あ
り
、
中
で
も
島
崎
藤
村
が
一
九
〇
六
年
（
明
治
　
年
）
に
「
破
戒
」
を
自
費
出
版
す
る
際
に
は
多
額
の
援
助
を

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
長
七
と
は
当
然
小
諸
時
代
に
島
崎
藤
村
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

当
時
、
神
津
家
で
話
題
に
上
る
人
物
は
、
島
崎
藤
村
は
当
然
と
し
て
藤
村
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
か
っ
た
の
が
、
長
七

だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
な
の
か
神
津
猛
の
息
子
の
神
津
康
雄
は
、
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
府
立
五
中
へ
進
学
し
て

い
る
。

　
ま
た
神
津
猛
は
長
野
の
考
古
学
発
展
に
寄
与
し
た
人
物
で
、
転
地
修
養
隊
で
泊
っ
て
い
る
五
中
生
徒
た
ち
に
考
古

学
の
話
を
聞
か
せ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
考
古
学
に
興
味
を
持
っ
た
江
上
波
夫
は
後
に
「
騎
馬
民
族
征
服

王
朝
説
」
を
唱
え
る
有
名
な
考
古
学
者
と
な
っ
た
。

　
神
津
猛
と
長
七
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
島
崎
藤
村
で
あ
る
が
、

東
京
府
立
五
中
の
校
歌
の
作
曲
者
北
村
季
治
を
紹
介
し
た
の
も
藤

村
で
あ
る
。
藤
村
と
北
村
季
晴
は
明
治
学
院
の
同
級
生
で
仲
が
良

か
っ
た
。
北
村
は
、
東
京
音
楽
学
校
を
卒
業
し
青
森
の
師
範
学
校

39
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を
経
て
長
野
師
範
学
校
の
音
楽
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
そ
し
て
一
九
〇
〇
年
（
明
治　

年
）
に
、
今
や
長
野
県
歌

と
な
っ
て
い
る
有
名
な
「
信
濃
の
国
」
を
作
曲
し
た
の
で
、
長
七
は
藤
村
の
紹
介
を
受
け
、
五
中
校
歌
の
作
曲
を
北

村
季
晴
に
依
頼
し
た
。
作
詞
は
当
然
伊
藤
長
七
で
あ
る
。

　

長
七
は
学
校
経
営
者
と
し
て
も
卓
抜
な
才
能
を
見
せ
た
。

　
「
紫
友
会
」
と
い
う
今
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
よ
う
な
教
職
員
、
生
徒
、
保
護
者
（
保
証
人
）
か
ら
な
る
会
員
組
織
を
作
り

財
団
法
人
化
し
て
長
七
自
ら
理
事
長
を
兼
任
し
た
。

　

ま
た
保
証
人
の
中
の
有
力
会
員
を
評
議
員
と
し
て
、
学
校
施
設
の
拡
充
や
奨
学
金
制
度
な
ど
の
基
金
作
り
を
委
託

し
た
。
そ
し
て
事
業
報
告
や
会
計
報
告
は
、
会
員
全
て
に
周
知
さ
れ
公
明
正
大
に
徹
し
て
い
た
。

　

当
初
の
評
議
員
に
は
、
実
業
家
の
井
上
角
五
郎
や
安
田
善
三
郎
、
中
央
公
論
社
の
麻
田
駒
之
助
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
政
治
家
の
安
藤
正
純
、
国
文
学
者
で
当
時
国
学
院
大
学
学
長
の
芳
賀
矢
一
、
仏
教
学
者
で
後
に
東
洋
大
学
学
長

に
な
る
高
島
米
峰
な
ど
各
界
の
錚
々
た
る
名
士
が
選
ば
れ
て
い
た
。

　

特
に
北
海
道
炭
礦
鉄
道
や
日
本
製
鋼
所
を
設
立
し
た
実
業
家
井
上
角
五
郎
は
「
紫
友
会
」
の
有
力
な
ス
ポ
ン
サ
ー

と
な
り
、
ま
た
長
七
の
海
外
渡
航
の
際
に
も
援
助
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

　

長
七
は
、
軽
井
沢
夏
期
大
学
を
後
藤
新
平
や
新
渡
戸
稲
造
と
共
に
設
立
し
た
経
験
か
ら
、
た
だ
学
業
の
知
識
を
得

〈
紫
友
会
〉

〈
講
話
〉

33
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れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
大
切
さ
を
生
徒
た
ち
に
学
ば
せ
よ
う
と
長
七
お
得
意
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
駆
使
し
て
、
各
界
の
著
名
人
を
講
話
者
と
し
て
数
多
く
招
い
た
。

　

嘉
納
治
五
郎
、
後
藤
新
平
、
澤
柳
政
太
郎
等
は
勿
論
の
こ
と
新
渡
戸
稲
造
は
一
九
二
〇
年
（
大
正
９
年
）
か
ら
国

際
連
盟
事
務
次
長
と
な
り
ス
イ
ス
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
転
居
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
代
わ
り
東
京
女
子
大
学
二
代
目
学
長

の
安
井
て
つ
、
恵
泉
女
学
園
創
立
者
の
河
合
道
、
鉄
道
省
官
僚
の
鶴
見
祐
輔
（
後
藤
新
平
の
娘
婿
で
後
に
政
治
家
に

な
る
）
等
の
新
渡
戸
稲
造
の
愛
弟
子
た
ち
が
講
話
者
と
し
て
府
立
五
中
を
訪
れ
て
い
る
。

　

学
者
で
は
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
教
授
の
末
広
厳
太
郎
や
筧
克
彦
ら
が
壇
上
に
立
ち
、
そ
の
他
、
後
藤
新
平
東
京

市
長
の
元
で
東
京
市
助
役
、
そ
の
後
東
京
市
長
を
務
め
た
永
田
秀
次
郎
、
東
京
女
子
医
科
大
学
創
設
者
の
吉
岡
彌
生
、

外
務
省
課
長
の
武
者
小
路
公
共
（
作
家
の
武
者
小
路
実
篤
の
兄
）、
文
筆
家
で
歌
人
の
三
宅
花
圃
（
三
宅
雪
嶺
の

妻
）、
諏
訪
出
身
の
軍
人
永
田
鉄
山
（
後
に
暗
殺
さ
れ
る
）、
世
界
旅
行
冒
険
家
の
菅
野
力
男
、
麻
布
学
園
創
立
者

江
原
素
六
、
女
性
運
動
家
の
久
布
白
落
美
と
い
っ
た
中
学
生
向
け
に
は
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
の
実
に
高
尚
で
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
講
話
者
た
ち
を
招
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
代
吟
詠
の
祖
と
呼
ば
れ
る
諏
訪
出
身
の
木
村
岳
風
（
松
木
利
次
）
は
、
人
生
に
迷
い
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
身
の
振
り
方
を
相
談
し
に
五
中
の
校
長
室
を
訪
ね
た
際
、
長
七
に
そ
の
吟
詠
力
を
見
出
さ
れ
全
国
に
詩
吟
を
広
め

る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
従
っ
た
。
長
七
も
木
村
岳
風
の
活
動
を
助
け
、
五
中
の
生
徒
た
ち
に
講
話
と
し
て
吟
詠
を
聴

か
せ
る
機
会
を
度
々
設
け
た
。

　

講
話
は
、
五
中
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
海
外
渡
航
出
張
の
期
間
を
除
い
て
、
長
七
が
病
に
倒
れ
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

第四章
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長
七
は
一
九
一
九
年
（
大
正
８
年
）
一
月
、
東
京
府
立
第
五
中
学
校
校
長
の
辞
令
を
受
け
て
か
ら
、
昭
和
四
年

の
元
旦
、
病
に
倒
れ
る
ま
で
の
お
よ
そ
十
年
間
に
四
度
、
海
外
出
張
を
し
て
い
る
。
そ
の
内
の
二
回
は
、「
全
国
中

学
校
校
長
会
議
」
で
、
一
回
目
は
一
九
二
一
年
（
大
正　

年
）
に
奉
天
で
行
わ
れ
、
長
七
は
満
州
、
朝
鮮
を
回
っ

て
他
の
中
学
校
長
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
帰
国
し
た
。二
回
目
の
全
国
中
学
校
校
長
会
議
は
一
九
二
六
年（
大
正　

年
）

十
一
月
、
台
北
で
行
わ
れ
た
。
大
正
天
皇
が
重
篤
な
病
状
の
た
め
大
半
の
校
長
た
ち
は
、
台
湾
基
隆
か
ら
帰
航
す
る

も
長
七
等
は
、
台
湾
各
地
を
回
り
、
ア
モ
イ
な
ど
中
国
本
土
に
も
足
を
延
ば
し
、
皆
に
遅
れ
る
こ
と
二
十
日
あ
ま
り

後
の
十
二
月
十
五
日
に
帰
国
し
た
。

　

驚
く
の
は
、
二
度
の
長
期
海
外
出
張
で
、
一
回
目
は
、
一
九
二
一
年
（
大
正　

年
）
十
一
月
か
ら
翌
年
の
十
二

月
ま
で
一
年
と
一
か
月
あ
ま
り
の
長
き
に
わ
た
っ
た
世
界
一
周
「
欧
米
各
国
教
育
視
察
」
出
張
旅
行
。
二
回
目
は

一
九
二
七
年
（
昭
和
２
年
）
七
月
に
出
発
し
た
カ
ナ
ダ
ト
ロ
ン
ト
で
行
わ
れ
る
「
国
際
教
育
会
議
出
席
」
の
た
め
の

出
張
で
、
ト
ロ
ン
ト
だ
け
が
目
的
地
の
は
ず
な
の
に
、
カ
ナ
ダ
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
て
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
を
回
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
シ
ベ
リ
ア
、
朝
鮮
を
経
て
十
二
月
末
に
帰
国
し
た
と
い
う
六
か
月
間
に
わ
た
る
こ
れ
ま
た
世
界
一
周

の
海
外
出
張
で
あ
っ
た
。
新
任
の
校
長
が
、
こ
れ
程
長
期
間
し
か
も
複
数
回
学
校
を
留
守
に
し
た
の
だ
。
全
国
の
公

立
中
学
校
校
長
の
中
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
出
来
た
人
物
は
、
大
正
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
伊
藤
長
七
た
だ
一

第
五
章
　
長
七
、
世
界
を
駆
け
る
　

　
一
九
二
一
年
（
大
正
　
年
）
〜
一
九
二
七
年
（
昭
和
２
年
）

10

10

15
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人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
。

一
九
二
二
年
（
大
正
　
年
）
十
一
月
十
一
日
、
長
七
は
東
京
府
命
令
に
よ
る
公
務
出
張
で
一
年
余
に
及
ぶ
欧
米
各

国
教
育
視
察
旅
行
に
出
発
し
た
。

長
七
と
関
わ
っ
た
著
名
人
の
後
藤
新
平
、
新
渡
戸
稲
造
、
嘉
納
治
五
郎
、
澤
柳
政
太
郎
、
島
崎
藤
村
等
だ
け
で
な
く

他
に
も
多
く
の
友
人
が
海
外
渡
航
し
て
い
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
か
ら
か
、
長
七
も
予
て
か
ら
世
界
各
地
に

出
向
い
て
海
外
教
育
事
情
の
実
態
を
知
り
た
い
と
願
っ
て
い
て
、
そ
の
希
望
が
叶
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
長
七
は
、
こ
こ
で
漫
然
と
海
外
視
察
旅
行
に
出
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
事
前
に
「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
と

文
通
」
の
募
集
を
、
全
国
の
学
校
に
い
る
長
七
の
先
輩
知
己
の
先
生
た
ち
に
依
頼
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
各
国
の
生
徒
た
ち
へ
の
手
紙
を
、
日
本
中
の
小
、
中
、
高

校
の
生
徒
か
ら
、
何
と
一
万
数
千
通
も
集
め
た
の
で
あ
る
。

　
大
正
時
代
の
公
立
中
学
校
長
の
世
界
一
周
の
外
遊
は
大
変
珍
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
府
立
五
中
「
紫
友
会
」
の

井
上
角
五
郎
ら
の
評
議
員
や
教
職
員
関
係
者
は
、
長
七
の
た
め
に
盛
大
な
送
別
会
を
開
き
多
額
の
餞
別
を
送
っ
た
。

ま
た
長
野
師
範
や
諏
訪
、
小
諸
そ
し
て
東
京
高
等
師
範
附
属
中
学
時
代
の
友
人
や
教
え
子
た
ち
が
、
長
七
の
も
と
に

駆
け
付
け
、
こ
の
外
遊
に
際
し
て
米
国
や
、
欧
州
各
国
の
有
力
な
関
係
先
紹
介
の
労
を
執
っ
た
。
主
だ
っ
た
名
前
を

挙
げ
る
と
第
一
銀
行
理
事
の
小
平
省
三
、
動
物
学
者
の
石
川
千
代
松
博
士
、
永
田
稠
日
本
力
行
会
会
長
、
商
社
の

野
沢
組
社
長
た
ち
で
、
他
に
も
多
く
の
人
た
ち
が
、
長
七
の
海
外
渡
航
先
の
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

〈
第
一
回
長
期
海
外
出
張―

欧
米
各
国
教
育
視
察
〉

し
げ
じ

11
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後
藤
新
平
男
爵
邸
と
小
川
平
吉
国
務
院
総
裁
宅
に
は
、
長
七
の
方
か
ら
出
発
の
挨
拶
に
出
向
い
た
が
、
東
京
駅
に

は
府
立
五
中
の
生
徒
た
ち
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
。
横
浜
港
に
は
、
長
野
師
範
時
代
の
友
人
の
太
田
水
穂
や
北
澤

種
一
、
嘉
納
治
五
郎
の
弟
子
の
苫
米
地
英
俊
小
樽
商
学
校
教
授
、
留
守
中
の
府
立
五
中
の
一
切
を
託
し
た
橘
教
頭
を

初
め
と
し
て
、
長
七
が
感
動
を
覚
え
る
ほ
ど
沢
山
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
そ
し
て
日
本
の
少
年
少
女
の
手
紙
が
詰

ま
っ
た
三
つ
の
柳
行
李
を
携
え
た
長
七
を
、
船
上
に
皆
で
見
送
っ
た
。

　
長
七
の
一
年
余
り
の
旅
程
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
み
る
。

　
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
近
角
常
観
の
紹
介
を
受
け
て
長
七
は
、
本
願
寺
別
院
を
訪
ね
た
後
、
日
系
ハ
ワ
イ
人
子
息
の

た
め
の
学
校
、
生
徒
数
約
五
百
人
の
「
中
央
学
院
」
を
視
察
。
修
身
の
教
科
書
は
澤
柳
政
太
郎
博
士
、
国
語
は
「
紫

友
会
」
評
議
員
の
芳
賀
矢
一
博
士
の
著
作
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
長
七
は
、
英
語
が
母
語
の
生
徒
た
ち
に
漢
字
の
書

物
を
用
い
る
大
変
さ
を
実
感
し
た
。

　
ハ
ワ
イ
を
出
航
し
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
土
に
向
か
う
船
上
で
催
さ
れ
た
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
イ
（
感
謝
祭
）
の

仮
装
パ
ー
テ
ィ
ー
に
、
長
七
は
欧
米
人
に
交
じ
っ
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
み
た
。
結
婚
以
来
伸
ば
し
て
い
た
口
髭
を
剃

り
落
と
し
て
、
白
塗
り
の
化
粧
を
し
、
禿
げ
頭
を
ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
プ
で
隠
し
て
婦
人
物
の
ガ
ウ
ン
を
羽
織
っ
た
赤
ん

坊
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
長
七
一
生
一
代
の
こ
の
仮
装
は
、
船
内
人
気
投
票
の
一
位
を
取
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
。

（
ハ
ワ
イ
）
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サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
上
陸
後
は
︑
信
州
の
高
等
小
学
校
や
東
京
の
高
等
師
範
附
属
中
学
校
の
教
え
子
が
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
居
住
し
て
い
た
た
め
︑
彼
ら
の
案
内
に
よ
り
あ
ち
こ
ち
見
学
し
観
光
す
る
こ
と
が
出
来
た
︒
特
に
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
行
っ
た
時
は
︑
そ
の
大
学
風
景
に
感
動
し
︑﹁
禿
げ
頭
の
身
な
が
ら
ま
た
学
生
に
戻
り
た
い
︑

勉
強
し
た
い
気
持
ち
が
大
い
に
高
ま
っ
た
﹂
と
長
七
ら
し
い
感
想
を
述
べ
て
い
る
︒
ま
た
﹁
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
は
︑

胸
を
広
く
し
て
国
際
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
養
い
育
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
﹂
と
国
際
教
育
の
大
切
さ
を
︑
府

立
五
中
の
教
職
員
及
び
生
徒
た
ち
に
外
遊
初
期
の
時
点
で
書
き
送
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
︒

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
回
り
大
陸
を
横
断
し
て
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
到
着
す
る
ま
で
の
間
に

長
七
は
︑
各
地
の
中
学
校
を
訪
問
視
察
し
︑
大
歓
迎
を
受
け
な
が
ら
文
通
希
望
の
生
徒
た
ち
に
日
本
の
少
年
少
女

た
ち
の
手
紙
を
配
っ
て
回
っ
た
︒

　

嘉
納
治
五
郎
の
愛
弟
子
で
駐
米
日
本
大
使
館
外
交
官
の
杉
村
陽
太
郎
（
新
渡
戸
稲
造
の
後
に
国
際
連
盟
事
務
次
長

に
な
り
、
ま
た
嘉
納
治
五
郎
の
次
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
な
っ
た
）
の
世
話
で
、
二
月
四
日
の
「
第
六
回
ワ
シ
ン
ト
ン
国

際
軍
縮
会
議
」
を
傍
聴
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
急
遽
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
向
か
っ
た
。
米
国
国

務
長
官
ヒ
ュ
ー
ズ
卿
や
英
国
な
ど
各
国
代
表
演
説
を
傍
聴
し
、感
激
し
た
長
七
は
、幣
原
喜
重
郎
駐
米
大
使
に
ヒ
ュ
ー

ズ
卿
と
の
面
会
を
強
く
希
望
し
た
。
し
か
し
幣
原
大
使
か
ら
到
底
無
理
だ
と
拒
絶
さ
れ
る
も
、
め
げ
な
い
長
七
は
粘

り
強
く
懇
願
し
、
と
う
と
う
面
会
を
勝
ち
取
っ
た
。

（
ア
メ
リ
カ
本
土
）
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国
務
省
で
ヒ
ュ
ー
ズ
卿
と
面
会
で
き
た
長
七
は
、「
日
本
の
少
年

少
女
の
書
面
四
千
通
を
既
に
ア
メ
リ
カ
各
地
に
配
っ
て
回
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
米
の
青
少
年
間
の
親
善
を
図
り
た
い
と
の

目
的
な
の
で
す
」
と
話
す
と
、
ヒ
ュ
ー
ズ
卿
は
、
大
変
感
激
し
長

七
を
褒
め
称
え
た
。
す
る
と
長
七
は
、「
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
統
領

に
も
是
非
表
敬
し
た
い
」
と
願
い
出
て
ヒ
ュ
ー
ズ
卿
は
、
そ
れ
を

快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
翌
日
の
二
月
十
二
日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ス
で
第
二
十
九
代
米
国
大
統
領
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
氏
と
の
面
会
が
叶

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
統
領
も
長
七
の
日
米
双

方
の
少
年
少
女
間
の
文
通
を
図
る
親
善
行
動

を
大
変
喜
び
、
長
七
持
参
の
絵
葉
書
に
手
書

き
の
文
章
を
書
い
て
く
れ
た
。
そ
し
て
辞
去

し
よ
う
と
す
る
長
七
を
再
び
着
席
さ
せ
、「
日

本
の
教
育
者
は
、
あ
の
難
し
い
漢
字
を
今
後

ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
く
つ
も
り
で
す
か
？
」

な
ど
の
質
問
を
投
げ
か
け
長
七
は
、「
日
本
に

は
カ
ナ
が
あ
り
、
ま
た
ロ
ー
マ
字
で
も
対
処

し
ま
す
。」
と
答
え
る
な
ど
極
め
て
友
好
的
で

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気
の
面
談
で
あ
っ
た
。

ハーディング大統領交換された手紙
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大
統
領
と
の
面
会
の
後
︑
長
七
は
﹁
日
本
で
は

文
部
省
事
務
次
官
に
面
会
す
る
の
で
さ
え
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
︒
さ
す
が
ア
メ
リ
カ
は
違
っ
た
も

の
で
す
な
ぁ
︒
こ
の
人
間
と
人
間
の
近
さ
は
ど
う

で
す
か
︒
今
日
と
い
う
今
日
は
︑
私
は
ア
メ
リ
カ

に
惚
れ
ま
し
た
﹂
と
付
き
添
い
の
日
本
大
使
館
書

記
官
に
語
っ
た
︒

　
長
七
が
帰
朝
後
の
朝
日
新
聞
﹁
国
民
外
交
の
卵

―

少
年
少
女
の
国
際
通
信
﹂
と
題
さ
れ
た
記
事
に

よ
る
と
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
︑

シ
カ
ゴ
︑
デ
ト
ロ
イ
ト
︑
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
︑
ボ
ス

ト
ン
へ
と
回
り
︑
ア
メ
リ
カ
各
地
の
中
学
校
を
精

力
的
に
訪
問
し
大
い
な
る
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
︒

中
で
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
は
︑
二
千
人
の
生
徒
を
前
に
講
演
し
︑
講
演
後
︑
同

市
の
教
会
堂
の
晩
餐
会
に
招
か
れ
︑
土
地
の
名
士
百
人
ほ
ど
の
前
で
日
米
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
を
述
べ
る
機
会
を

持
て
た
こ
と
は
︑
自
分
の
国
際
親
善
の
思
い
を
外
国
人
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
て
喜
び
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
中
学
生
は
外
国
か
ら
来
た
客
を
も
て
な
す
態
度
が
良
く
で
き
て
い
て
、
国
際
教
養
も
あ
っ
て

大
変
感
心
し
ま
し
た
。
特
に
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
学
校
で
、
一
人
の
女
生
徒
が
、「
日
本
の
生
徒
か
ら
の
手
紙
は
、 東京朝日新聞

第五章
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大
体
英
語
で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
返
事
を
英
語
で
は
な
く
日
本
語
で
書
け
る
よ
う
、
東
洋
の
文
明
を

も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
」
と
発
言
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
何
と
も
言
え
な
い
ほ
ど
の
感
激
で
し

た
な
ど
と
長
七
は
語
っ
て
い
る
。

　
三
月
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
プ
リ
マ
ス
か
ら
府
立
五
中
の
職
員
、
生
徒
、
父
兄
母
姉
に
宛
て
て
長
七
は
、
二

十
五
頁
の
冊
子
か
ら
な
る
長
文
の
し
か
も
感
動
的
な
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
て
か
ら

の
詳
し
い
活
動
報
告
と
ア
メ
リ
カ
各
地
の
人
々
か
ら
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
感
謝
と
礼
賛
を
詩

的
に
綴
っ
て
い
る
。

　
だ
が
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
人
の
民
族
愛
と
人
類
愛
の
基
調
が
一
つ
で
な
い
こ
と
も
し
っ
か
り
見
抜
い
て
い
て
、
盲

目
的
に
ア
メ
リ
カ
を
絶
賛
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
手
紙
の
終
わ
り
に
は
、
横
浜
埠
頭
を
出
発
し
て
か
ら
早
四
か

月
余
り
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
か
ら
見
る
と
最
も
新
し
い
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
出
発
し
て
最
も
古
い
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号

が
着
い
た
港
プ
リ
マ
ス
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
象
徴
的
に
思
え
る
と
の
感
想
と
共
に
三
月
下
旬
に
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
予
約
済
の
船
で
大
西
洋
を
横
断
し
て
、
い
よ
い
よ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
う
つ
も
り
だ
と
書
い
て

い
た
。
し
か
し
予
約
し
て
あ
っ
た
船
に
は
乗
っ
て
お
ら
ず
、
何
故
か
ア
メ
リ
カ
滞
在
は
大
幅
に
延
長
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
西
部
の
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
や
ロ
ッ
キ
ー
方
面
に
ま
で
足
を
延
ば
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
河
畔
に
立
っ
た

の
は
予
定
よ
り
お
よ
そ
一
か
月
遅
れ
の
五
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
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イ
ギ
リ
ス
で
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
ま
で
回
り
、
各
地
の
学
校
で
概
ね
日
本
の
少
年

少
女
の
手
紙
は
歓
迎
さ
れ
た
。
だ
が
イ
ギ
リ
ス
の
名
門
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
イ
ー
ト
ン
校
と
ハ
ー
ロ
ー
校
で
は
、

教
頭
や
主
任
教
師
か
ら
「
生
徒
に
紹
介
で
き
る
適
当
な
時
間
が
な
く
、
第
一
こ
の
学
校
の
生
徒
は
外
国
の
生
徒
と
の

文
通
を
好
み
ま
せ
ん
」
と
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
長
七
は
が
っ
か
り
し
た
が
例
の
ご
と
く
諦
め
ず
、
休
み
時
間
や
放

課
後
に
ク
リ
ケ
ッ
ト
練
習
場
や
テ
ム
ズ
河
畔
の
ボ
ー
ト
練
習
場
な
ど
で
生
徒
を
捕
ま
え
話
し
か
け
た
。
そ
れ
で
イ
ー

ト
ン
、
ハ
ー
ロ
ー
校
の
生
徒
に
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
っ
た
が
、
手
紙
を
渡
す
こ
と
が
出
来
た
。

　
ド
イ
ツ
に
併
合
さ
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
イ
ー
ン
で
は
、
親
友
島
木
赤
彦
が
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
同
門
で
留

学
中
の
斎
藤
茂
吉
に
長
七
の
世
話
を
頼
ん
で
く
れ
て
い
た
。
茂
吉
は
、
長
七
を
ウ
イ
ー
ン
で
一
番
洗
練
さ
れ
た
上
品

且
つ
ハ
イ
カ
ラ
な
女
学
校
に
案
内
し
た
。
そ
の
学
校
で
は
、
手
紙
を
配
る
長
七
に
女
学
生
た
ち
が
、
あ
た
か
も
鯉
が

麩
に
飛
び
つ
く
よ
う
に
殺
到
し
、
そ
の
明
る
く
無
邪
気
な
態
度
に

接
し
て
長
七
は
大
変
喜
ん
だ
。
そ
の
後
下
校
時
に
、
街
で
そ
の
女

学
生
た
ち
に
出
く
わ
し
て
挨
拶
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
っ
と
会
釈
し

た
だ
け
で
、
に
こ
り
と
も
し
な
い
で
歩
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

長
七
は
「
は
は
あ
、
あ
ゝ
い
う
教
育
を
し
て
お
る
の
じ
ゃ
な
、
成

程
い
ろ
ん
な
場
合
を
見
ん
け
り
ゃ
な
ら
ん
な
」
と
言
っ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
斎
藤
茂
吉
の
随
筆
「
不
断
経
」
に
書
か
れ
て

い
る
。

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）

斎藤茂吉
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ス
イ
ス
で
は
、
岩
波
茂
雄
の
紹
介
で
駐
在
武
官
の
陸
軍
軍
人
永

田
鉄
山
の
世
話
に
な
っ
た
。
ス
イ
ス
の
生
徒
た
ち
は
礼
儀
正
し

く
、
配
ら
れ
た
手
紙
の
お
礼
と
し
て
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
り
し
て

外
国
人
へ
の
も
て
な
し
は
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
長
七
は
、
澤
柳
政
太
郎
や
諏
訪
出
身
の
教
育
者
長
田
新
か
ら
の

影
響
を
受
け
て
、
ス
イ
ス
の
教
育
家
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
を
大
変
尊
敬

し
て
い
た
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
お
墓
を
訪
ね
て
行

き
、
墓
の
前
で
〈
自
分
に
と
っ
て
教
師
が
一
番
有
意
義
な
道
だ
〉
と
改
め
て
確
認
し
た
。

　

ス
イ
ス
は
長
七
に
と
っ
て
、
理
想
的
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
国
で
む
や
み
に
愛
国
心
を
振
り
回
さ
な
い
国
民
性
だ
と

感
じ
、
得
る
と
こ
ろ
の
多
い
国
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
画
家
の
小
山
敬
三
が
、
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
長
七
の
到
着
を
、
首
を
長
く
し
て

待
っ
て
い
た
。
小
山
敬
三
は
、
小
諸
高
等
小
学
校
の
教
え
子
の
小
山
邦
太
郎
の
弟
で
、
敬
三
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
希

望
し
た
際
に
、
長
七
が
小
山
家
当
主
を
説
得
し
て
後
押
し
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
兄
の
邦
太
郎
同
様
、
長
七
に

は
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。
敬
三
が
長
七
の
到
着
を
待
ち
か
ね
て
い
た
の
は
、
モ
ン
ト
ル
イ
伯
爵
家
出
自
の
マ

リ
ー
ル
イ
ズ
嬢
と
の
結
婚
式
に
長
七
に
も
立
ち
合
っ
て
も
ら
っ
て
、
こ
の
国
際
結
婚
を
郷
里
小
諸
の
小
山
家
の
人
々

に
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
説
得
を
依
頼
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
一
九
二
八
年
（
昭
和
３
年
）、
敬
三
が
妻
マ

リ
ー
ル
イ
ズ
を
伴
っ
て
帰
郷
し
た
時
、
長
七
の
働
き
が
あ
っ
た
た
め
、
小
山
家
や
そ
の
周
り
の
人
々
は
、
碧
眼
の

夫
人
を
温
か
く
迎
え
入
れ
万
事
問
題
な
く
結
婚
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

後
年
、
小
山
敬
三
は
文
化
勲
章
を
受
け
る
ほ
ど
の
大
画
伯
に
な
っ
た
。

永田鉄山
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フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
で
は
、
学
校
の
夏
期
休
暇
中
に
当
た
っ
て
し
ま
い
学
校
参
観
が
難
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
長
七
は
何
と
か
幾
つ
か
の
学
校
を
探
し
て
手
紙
を
渡
す
こ
と
が
出
来
、
そ
し
て
喜
ん
で
も
ら
え
た
。

　

こ
う
し
て
旅
の
終
わ
り
に
は
、
日
本
の
少
年
少
女
の
全
て
の
手
紙
を
歴
訪
各
国
の
生
徒
た
ち
に
無
事
渡
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
ア
メ
リ
カ
約
七
千
、
イ
ギ
リ
ス
約
四
千
、
ド
イ
ツ
約
千
五
百
、
フ
ラ
ン
ス
約

千
二
百
、
イ
タ
リ
ー
約
七
百
、
ス
イ
ス
約
八
百
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
合
わ
せ
て
約
五
百
通
等
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

一
年
余
り
に
及
ぶ
長
七
の
世
界
一
周
欧
米
視
察
出
張
旅
行
は
、
当
初
の
目
的
を
無
事
に
果
た
し
て
地
中
海
か
ら
紅

海
、
イ
ン
ド
洋
を
経
て
一
九
二
二
年
（
大
正　

年
）
十
二
月
、
神
戸
港
へ
帰
着
し
た
。

　

一
九
二
七
年
（
昭
和
２
年
）
七
月
初
め
長
七
は
、
澤
柳
政
太
郎
等
と
共
に
日
本
代
表
の
一
人
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
の

ト
ロ
ン
ト
で
開
か
れ
た
「
国
際
教
育
会
議
」
に
出
席
す
る
た
め
横
浜
港
を
出
発
し
た
。
こ
の
国
際
会
議
で
は
各
国
の

教
育
者
が
集
っ
て
教
育
問
題
を
話
し
合
い
、
世
界
平
和
を
目
指
す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
各
国
代
表
が
演
説
す
る

場
で
、
日
本
を
代
表
す
る
教
育
者
の
澤
柳
政
太
郎
を
は
じ
め
と
し
て
、
長
七
も
自
説
の
教
育
論
を
演
説
し
た
。
す
る

と
多
く
の
新
聞
記
者
に
取
り
囲
ま
れ
長
七
の
演
説
が
記
事
に
な
っ
た
の
で
、
自
分
の
演
説
は
澤
柳
博
士
よ
り
上
出
来

だ
っ
た
と
自
慢
す
る
手
紙
を
故
郷
の
近
し
い
友
人
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

〈
第
二
回
長
期
海
外
出
張―
カ
ナ
ダ
国
際
教
育
会
議
〉

11
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十
日
間
の
ト
ロ
ン
ト
で
の
国
際
会
議
が
終

わ
っ
た
後
、
長
七
は
帰
国
の
途
に
就
か
ず
、

単
身
キ
ン
グ
ス
ト
ン
町
か
ら
川
船
で
セ
ン
ト

ロ
ー
レ
ン
ス
川
を
下
り
ボ
ス
ト
ン
を
経
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
港
で
、
船
を
間
違
え
た
と

言
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
の
船
に
乗
っ
た
。
船

を
間
違
え
た
と
い
う
の
は
方
便
で
長
七
は
、

周
到
に
ブ
ラ
ジ
ル
視
察
の
計
画
を
立
て
て
い

た
。
こ
の
計
画
を
協
力
推
進
し
た
の
は
永
田

稠
で
あ
っ
た
。
以
前
、
長
七
が
永
田
の
た
め

に
澤
柳
政
太
郎
、新
渡
戸
稲
造
、後
藤
新
平
、

小
川
平
吉
、
片
倉
兼
太
郎
、
今
井
五
介
等

十
人
に
余
る
人
々
を
紹
介
し
、
永
田
の
南

米
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
た
め
の
活
動

の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
や
っ
て
い
た
。
そ
の

結
果
永
田
は
日
本
力
行
会
会
長
と
し
て
、
三

大
臣
（
渡
辺
千
秋
、
国
武
、
千
冬
）
を
生
ん

で
い
る
長
野
県
岡
谷
の
渡
辺
家
か
ら
ブ
ラ
ジ

ル
の
ア
リ
ア
ン
サ
（
協
和
の
意
味
）
移
住
地

の
土
地
を
任
さ
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

カナダ国際教育会議参加者記念写真　前列中央が長七
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　「
南
米
お
じ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
活
躍
を
し
て
い
た
。

　
永
田
は
長
七
の
ト
ロ
ン
ト
国
際
教
育
会
議
出
席
の
件
を
聞
い
て
、
会
議
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
を
強
く
勧
め
、
旅
費

の
方
も
片
倉
兼
太
郎
の
会
社
（
片
倉
製
糸
紡
績
）
に
頼
ん
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
受
け
取
る
よ
う
手
配
し
た
。

　
長
七
自
身
も
予
て
か
ら
海
外
教
育
活
動
構
想
を
持
っ
て
お
り
、
嘗
て
親
友
の
太
田
水
穂
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
日
本
移
民

の
た
め
の
一
大
都
市
を
作
っ
て
私
立
大
学
を
作
り
た
い
と
の
夢
を
語
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
南
米
視
察
は
願
っ
て
も

な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
着
い
て
か
ら
は
、
有
吉
明
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
が
視
察
に
同
行
し
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
ア
リ
ア
ン
サ
移
住

地
、
そ
し
て
ア
マ
ゾ
ン
か
ら
南
米
ウ
ル
グ
ア
イ
の
首
都
モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
ま
で
足
を
延
ば
し
て
い
た
。

　
帰
り
は
航
路
で
イ
ギ
リ
ス
に
着
き
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
陸
路
で
ド
イ
ツ
に
回
り
、
ソ
連
の
モ
ス
ク
ワ
か
ら
は
、
開
通

し
た
ば
か
り
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
っ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
へ
行
き
、
南
下
し
て
京
城
を
経
て
釡
山
港
か
ら
乗
船
し

神
戸
港
に
十
二
月
末
に
帰
国
し
た
。
好
奇
心
溢
れ
進
取
の
気
性
を
持
つ
長
七
ら
し
い
世
界
一
周
旅
行
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
長
七
が
神
戸
に
帰
着
し
た
そ
の
日
に
、
ト
ロ
ン
ト
か
ら
は
別
行
動
を
と
っ
て
い
た
澤
柳
政
太
郎
が
、
外
遊

中
に
悪
性
の
し
ょ
う
紅
熱
に
罹
患
し
死
去
し
た
。

そ
う
る

第五章
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伊
藤
長
七
と
い
う
人
物
は
、
頭
脳
明
晰
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
類
い
稀
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

が
際
立
っ
て
い
た
。
中
央
公
論
の
元
編
集
長
、
故
粕
谷
一
希
氏
は
、
長
七
を
「
天
衣
無
縫
な
親
和
力
の
持
ち
主
」
と

表
現
さ
れ
て
い
て
、
遥
か
目
上
の
著
名
な
大
人
物
だ
ろ
う
と
、
目
下
の
名
も
な
き
者
や
子
ど
も
た
ち
に
ま
で
誰
に
で

も
、積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
熱
血
溢
れ
た
語
り
で
人
々
を
魅
了
し
た
。
そ
し
て
面
倒
見
も
良
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
活
動
し
た
結
果
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
た
ち
と
の
交
流
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
教
育
関
係
の
分
野
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
政
界
、
財
界
、
文
学
、
芸
術
、
医
学
な
ど
長
七
を
取
り
巻
く
交
友
関
係
は
、
歴
史
に
残
る
著
名
人
だ
け
に
限
っ

て
も
百
人
を
遥
か
に
超
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。（
長
七
の
多
く
の
書
簡
が
、県
立
長
野
歴
史
館
に
整
理
保
存
さ
れ
て
い
る
）

　
長
七
を
慕
う
人
物
に
は
、
岩
波
茂
雄
を
は
じ
め
と
し
て
小
平
権
一
、
木
村
岳
風
、
永
田
稠
、
小
山
敬
三
な
ど
、
枚

挙
に
暇
が
な
い
が
一
番
長
七
を
慕
っ
て
い
た
の
は
、
小
諸
高
等
小
学
校
の
教
え
子
の
小
山
邦
太
郎
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
小
山
邦
太
郎
は
、
長
七
に
た
っ
た
一
年
間
だ
け
し
か
教
え
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
七
へ

の
敬
愛
は
強
く
長
く
続
い
た
。
関
東
大
震
災
の
時
、
府
立
五
中
の
建
物
や
長
七
宅
は
、
そ
れ
ほ
ど
被
害
を
受
け
て
い

〈
小
山
邦
太
郎
〉

第
六
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友
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な
か
っ
た
が
、
い
ち
早
く
沢
山
の
食
料
を

持
っ
て
小
諸
か
ら
駆
け
付
け
、
長
七
宅
の

玄
関
先
で
「
小
山
邦
太
郎
、
只
今
伊
藤
先

生
を
お
助
け
に
参
り
ま
し
た
！
」
と
声
を

あ
げ
て
現
れ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い

る
。

　

家
業
の
醸
造
業
や
製
糸
業
経
営
の
傍
ら

長
野
県
議
会
議
員
に
な
っ
て
政
界
入
り
し

た
邦
太
郎
は
、
長
七
の
親
身
な
助
言
も
あ
っ

て
一
九
二
八
年
（
昭
和
３
年
）、
国
政
の
衆

議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
当
選
し
た
。

そ
の
当
選
の
報
は
、
誰
よ
り
も
早
く
長
七

に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
邦
太
郎
は
小
諸
の
長
七
の
教
え
子

た
ち
の
集
ま
り
「
立
志
同
級
会
」
会
長
で

も
あ
っ
た
の
で
、
長
七
を
度
々
困
ら
せ
た

生
徒
、
暴
れ
ん
坊
の
依
田
巻
人
か
ら
立
志

同
級
会
の
皆
で
長
七
先
生
の
頌
徳
碑
を
作

ろ
う
と
提
案
さ
れ
、
そ
れ
受
け
て
頌
徳
碑

建
立
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

伊藤寒水碑

第六章
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長
七
は
当
初
、
自
分
の
頌
徳
碑
な
ど
と
ん
で
も
な
い
と
固
辞
し
て
い
た
が
、
教
え
子
た
ち
の
熱
意
に
負
け
て
、「
で

は
一
切
お
任
せ
し
よ
う
。
け
れ
ど
目
立
た
な
い
簡
素
な
も
の
に
し
て
く
れ
よ
」
と
言
っ
て
受
諾
し
た
。

　

し
か
し
長
七
の
親
友
太
田
水
穂
の
助
言
も
あ
っ
て
邦
太
郎
は
、
や
る
な
ら
大
き
く
立
派
な
物
に
し
よ
う
と
、
表
の

題
字
の
「
伊
藤
寒
水
碑
」
の
揮
毫
を
東
郷
平
八
郎
元
帥
邸
に
ま
で
依
田
巻
人
と
一
緒
に
頼
み
に
行
っ
た
。

　

東
郷
元
帥
か
ら
「
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
当
代
随
一
の
教
育
者
伊
藤
長
七
君
を
慕
う
諸
君
の
情
熱
に
東
郷
も
胸
打

た
れ
ま
し
た
。
私
で
良
か
っ
た
ら
喜
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
快
諾
を
受
け
て
、
邦
太
郎
は
東
郷
邸
を
辞
去
し
た

瞬
間
、
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
依
田
君
と
二
人
で
抱
き
合
っ
て
泣
い
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

　
「
伊
藤
寒
水
碑
」
の
裏
面
に
は
、「
立
志
同
級
会
」
の
皆
に
指
名
さ
れ
た
邦
太
郎
が
、
斎
戒
沐
浴
し
錬
磨
の
上
に
長

七
の
「
小
諸
を
去
る
辞
」
の
一
節
を
書
き
上
げ
た
。

　
「
伊
藤
寒
水
碑
」
は
、残
念
な
が
ら
長
七
の
生
前
に
は
間
に
合
わ
ず
、一
周
忌
に
あ
た
る
一
九
三
一
年
（
昭
和
６
年
）

四
月
に
小
諸
市
郊
外
の
小
諸
善
光
寺
に
建
立
さ
れ
た
。

　

も
う
一
人
、
長
七
を
慕
っ
た
人
物
と
し
て
牛
山
充
が
挙
げ
ら
れ
る
。
牛
山
充
は
、
長
七
よ
り
七
つ
年
下
で
諏
訪
の

長
七
生
家
の
近
所
に
生
ま
れ
、
物
心
の
つ
い
た
頃
か
ら
長
七
に
憧
れ
て
い
た
。
高
島
藩
の
藩
校
の
流
れ
を
く
む
「
長

善
館
」
が
、
東
京
の
土
地
を
諏
訪
家
か
ら
無
料
で
貸
与
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
、
諏
訪
地
方
か
ら
上
京
す
る
青
少
年

の
た
め
に
学
生
寮
を
建
設
し
た
。
長
七
は
入
寮
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寮
生
た
ち
と
親
交
を
持
ち
、

よ
ろ
ず
相
談
事
に
乗
っ
て
い
る
う
ち
に「
長
善
館
」の
自
治
運
営
に
も
関
わ
っ
て
い
き
、し
ま
い
に
は
副
館
長
に
な
っ

て
い
た
。

〈
牛
山
充
〉
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牛
山
充
が
「
長
善
館
」
に
入
寮
し
苦
学
の
末
、
晩
学
な
が
ら
東
京
音
楽
学
校
に
入
学
し
て
音
楽
家
と
し
て
活
躍
し
、

後
に
文
化
功
労
章
を
受
章
出
来
た
の
も
、
長
七
の
指
導
と
励
ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
ま
た
牛
山
充
の
出
身
地
、

諏
訪
下
桑
原
部
落
が
霧
ヶ
峰
の
利
権
を
巡
っ
て
上
桑
原
部
落
と
長
年
争
っ
て
い
た
時
も
、
長
七
が
岩
波
茂
雄
や
藤
原

咲
平
ら
と
和
解
調
停
斡
旋
に
入
り
、
実
際
に
解
決
し
た
の
は
長
七
の
死
後
六
年
も
経
っ
て
は
い
た
が
、
牛
山
は
長
七

へ
の
感
謝
の
念
を
長
野
の
信
陽
新
聞
に
述
べ
て
い
る
。

　
長
七
を
慕
う
人
物
と
い
う
よ
り
は
、
長
野
師
範
学
校
の
同
級
生
で
最
も
親
し
か
っ
た
友
人
二
人
、
島
木
赤
彦
と
太

田
水
穂
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
島
木
赤
彦
と
太
田
水
穂
は
、
同
級
生
の
文
学
や
短
歌
の
同
好
仲
間
と
し
て
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て
成
長
し
、
歌
人

と
し
て
次
第
に
名
を
成
し
て
い
く
の
だ
が
、
や
は
り
ラ
イ
バ
ル
意
識
も
当
然
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
年
、
袂
を
分

か
ち
絶
交
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
島
木
赤
彦
は
、
信
州
で
教
職
に
就
き
な
が
ら
正
岡
子
規
か
ら
始

ま
っ
た
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
伊
藤
左
千
夫
や
斎
藤
茂
吉
と
共
に
支
え

て
い
た
が
、
教
職
を
辞
め
て
上
京
し
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
集
、
発

行
の
重
責
を
担
っ
て
い
く
う
ち
に
、
歌
壇
の
中
で
大
き
な
地
位
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
長
七
と
は
、
諏
訪
か
ら
の
幼
馴
染
で
も
あ
っ
た
の
で
特
に
親
密

で
、
時
に
触
れ
て
長
七
の
た
め
に
歌
を
詠
み
長
七
渡
欧
時
に
は
、

〈
島
木
赤
彦
と
太
田
水
穂
〉

島木赤彦

第六章
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斎
藤
茂
吉
を
紹
介
し
て
便
宜
を
図
る
な
ど
長
く
友
人
関
係
は
続
い

て
い
た
。

　
一
方
、
太
田
水
穂
も
長
七
と
は
、
同
級
生
の
中
で
も
特
に
親
し

く
長
七
の
朝
日
新
聞
「
現
代
教
育
観
」
連
載
に
あ
た
っ
て
の
力
添

え
な
ど
、
や
は
り
生
涯
に
渡
っ
て
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
太
田

水
穂
も
初
め
は
信
濃
で
教
職
に
就
き
、
上
京
し
て
日
本
歯
科
医
専

教
授
の
傍
ら
歌
誌「
潮
音
」を
創
刊
し
た
。
そ
の
後
、安
倍
能
成
、

幸
田
露
伴
、
小
宮
豊
隆
、
和
辻
哲
郎
な
ど
と
「
芭
蕉
研
究
会
」

を
結
成
し
、
松
尾
芭
蕉
の
文
芸
を
短
歌
の
世
界
に
取
り
込
ん
だ
。
こ
の
こ
と
を
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
斎
藤
茂
吉
が
、
赤

彦
と
と
も
に
猛
烈
に
批
判
し
、
所
謂
「
病
雁
論
争
」
と
な
り
島
木
赤
彦
と
太
田
水
穂
は
永
遠
に
決
別
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　
何
か
事
が
起
き
る
と
、
仲
裁
に
入
る
な
ど
す
ぐ
に
行
動
を
起
こ
す
筈
の
長
七
が
、
何
も
動
い
た
様
子
が
な
い
。
今

ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
長
七
の
記
述
は
見
つ
か
ら
ず
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
二
人
の
親
友
の
間
に
挟

ま
れ
て
ど
う
に
も
動
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
長
七
を
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
人
た
ち
は
、
太
田
水
穂
の
側
に
立
っ
た
と

見
た
の
で
は
な
い
か
。
一
九
二
六
年
（
大
正
　
年
）
に
島
木
赤
彦
が
死
去
し
た
際
に
長
七
は
、
臨
終
間
際
の
見
舞
い

や
葬
儀
の
出
席
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
赤
彦
の
死
か
ら
三
か
月
後
、
長
七
は
諏
訪
の
幼
馴
染
の
家
を
訪
れ
て
、

赤
彦
の
死
を
悼
み
号
泣
し
た
。
そ
し
て
自
分
た
ち
は
墓
参
り
も
許
さ
れ
な
い
の
だ
と
嘆
い
た
。
ま
た
さ
ら
に
四
か
月

後
、
追
悼
歌
「
島
木
赤
彦
君
の
霊
前
に
」
九
首
を
墓
前
に
詠
ん
で
、
長
七
は
親
友
の
死
を
密
か
に
悼
ん
だ
。

太田水穂
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一
九
二
九
年
（
昭
和
４
年
）
の
元
旦
、
皇
居
前
広
場
で
府
立
五
中
の
新
年
祝
賀
式
に
臨
ん
だ
長
七
は
、
結
核
性
肺

炎
の
発
作
を
起
こ
し
倒
れ
た
。
病
状
は
深
刻
だ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
五
月
に
は
母
校
長
野
師
範
学
校
で
の
講
演

な
ど
に
行
き
、
自
宅
療
養
中
の
病
床
で
は
、
精
力
的
に
論
文
な
ど
を
書
い
て
い
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
の
五
月
下
旬
に
四
男
晴
が
急
性
虫
垂
炎
の
手
術
入
院
を
し
た
た
め
、
妻
の
ふ
ゆ
は
、
病
院
に
泊
ま
り

込
み
で
介
護
に
あ
た
っ
て
い
た
最
中
に
、
昼
食
で
食
べ
た
店
屋
物
の
食
中
毒
に
よ
っ
て
急
逝
し
て
し
ま
っ
た
。
四
十

五
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

　

ふ
ゆ
は
、
諏
訪
高
等
小
学
校
の
教
え
子
で
長
七
の
強
い
勧
め
に
よ
っ
て
長
野
師
範
学
校
へ
進
学
し
、
卒
業
後
は
教

師
と
な
り
、
三
年
間
の
諏
訪
と
東
京
と
の
新
婚
別
居
生
活
を
経
て
、
ひ
た
す
ら
長
七
に
寄
り
添
う
二
十
六
年
間
の
結

婚
生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
長
七
と
の
間
に
は
、
四
男
三
女
の
子
ど
も
を
設
け
（
長
男
と
三
男
は
早
逝
）、
海

外
出
張
で
長
期
間
に
わ
た
る
夫
不
在
の
家
庭
を
、
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と
が
で
き
た
聡
明
な
女
性
で
あ
っ
た
。

　

ふ
ゆ
の
突
然
の
死
は
、
長
七
に
耐
え
難
い
ほ
ど
の
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
ま
た
病
を
押
し
て
葬
儀
に
参
列
し

た
こ
と
も
重
な
っ
て
急
に
病
状
が
悪
化
し
、
と
う
と
う
東
京
帝
国
大
学
病
院
の
真
鍋
嘉
一
郎
内
科
に
入
院
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
真
鍋
嘉
一
郎
は
、
四
国
松
山
中
学
時
代
の
夏
目
漱
石
の
教
え
子
で
、
大
正
天
皇
や
夏
目
漱
石
、
浜
口
雄

幸
の
主
治
医
を
務
め
る
ほ
ど
の
高
名
な
教
授
で
あ
っ
た
。
例
に
も
れ
ず
長
七
は
、
夏
目
漱
石
を
通
し
て
真
鍋
嘉
一
郎

エ
ピ
ロ
ー
グ
　
伊
藤
長
七
の
晩
年
　

エピローグ
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と
も
既
に
書
簡
を
交
わ
す
間
柄
で
、
長
七
の
主
治
医
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
長
七
は
、
病
室
に
巻
紙
を
持

ち
込
み
、
寝
た
ま
ま
一
日
五
十
本
も
の
論
文
を
書
く
な
ど
安
静
に
し
て
お
ら
ず
、
真
鍋
教
授
の
制
止
の
言
葉
も
届

か
な
か
っ
た
よ
う
で
病
状
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

や
が
て
東
京
帝
大
病
院
で
は
治
療
の
術
が
な
く
な
り
、
転
地
療
養
を
勧
め
ら
れ
て
湘
南
平
塚
の
杏
雲
堂
病
院
に

移
っ
た
。
転
院
し
て
も
弱
っ
て
い
く
体
力
の
中
で
長
七
は
「
す
こ
や
か
な
る
心
身
へ
」
の
執
筆
を
止
め
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
（
昭
和
５
年
）
四
月
十
九
日
、
伊
藤
長
七
は
転
地
療
養
の
甲
斐
も
な
く
力
尽
き
て
、
愛
す
る
妻
の
元

へ
一
年
も
待
た
ず
に
逝
っ
た
。
享
年
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

　

長
七
の
葬
儀
は
、
府
立
五
中
の
校
庭
に
お
い
て
三
千
人
を
超

え
る
参
列
者
の
も
と
学
校
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。
長
七
が

予
て
よ
り
尊
敬
す
る
真
宗
大
谷
派
の
近
角
常
観
が
導
師
と
な

り
、
牛
塚
虎
次
郎
東
京
府
知
事
、
井
上
角
五
郎
紫
友
会
代
表
、

太
田
水
穂
、
北
沢
種
一
、
小
山
邦
太
郎
等
多
く
の
人
た
ち
が
弔

辞
を
述
べ
た
。

　

相
次
ぐ
伊
藤
長
七
夫
妻
の
死
亡
で
、
ま
だ
慶
応
大
学
の
医
学

生
だ
っ
た
次
男
の
國
男
を
筆
頭
に
十
三
歳
の
三
女
信
子
ま
で
二

男
三
女
の
子
供
た
ち
が
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
五
中
紫
友
会

が
募
金
活
動
を
行
う
等
、
多
く
の
人
た
ち
が
、
遺
児
た
ち
の
今

後
の
生
活
を
支
え
る
べ
く
動
い
て
く
れ
た
。
伊
藤
國
男
は
、

胸像落成式
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長
じ
て
医
業
の
傍
ら
「
医
者
と
い
う
も
の
」
を
著
し
、
長
七
の
文
書
、
書
簡
の
保
存
に
努
め
た
。
現
在
、
長
野
県

立
歴
史
館
に
多
く
の
文
書
、
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
國
男
の
働
き
に
外
な
ら
な
い
。

　
長
七
が
没
し
て
か
ら
三
十
五
年
後
の
一
九
六
五
年
（
昭
和
　
年
）、
長
七
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
て
い
な
い
（
校

歌
「
東
に
高
く
八
ヶ
岳
」
は
熱
唱
し
て
い
た
）
諏
訪
中
学
の
出
身
者
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
長
野
が
生
ん
だ
教
育

界
の
先
駆
者
、
伊
藤
長
七
の
記
念
碑
を
建
立
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
岩
本
節
治
諏
訪
市
長
、
清
酒
「
真
澄
」
の
宮
坂
醸
造
株
式
会
社
社
長
の
宮
坂
伊
兵
衛
、
諏
訪
医
師
会
会
長
寺
島

清
七
の
三
人
が
発
起
人
代
表
と
な
り
、
小
諸
は
小
山
邦
太
郎
、
小
川
平
二
の
二
代
表
、
東
京
は
紫
友
会
代
表
真
田

幸
男
ら
の
協
力
に
よ
っ
て
募
金
活
動
が
行
わ
れ
た
結
果
、
諏
訪
中
学
出
身
の
彫
刻
家
、
清
水
多
嘉
示
が
制
作
し
た
、

長
七
の
胸
像
と
自
筆
の「
創
作
開
拓
」の
文
字
の
レ
リ
ー
フ
を
巨
石
に
は
め
込
ん
だ
見
事
な
頌
徳
碑
建
立
さ
れ
た
。

　
場
所
は
、
茅
野
駅
と
上
諏
訪
駅
の
中
間
地
点
を
少
し
登
っ
た
諏
訪
湖
を
眼
下
に
見
る
高
台
で
、
周
り
を
つ
つ
じ
な

ど
で
植
樹
さ
れ
た
頌
徳
公
園
と
名
付
け
ら
れ
た
中
に
あ
る
。

　
伊
藤
長
七
（
寒
水
）
は
、
教
育
界
の
風
雲
児
と
し
て
五
十
三
年

間
と
い
う
短
い
人
生
を
、
多
く
の
人
と
繋
が
っ
て
そ
し
て
駆
け
抜

け
て
い
っ
た
。

　
今
日
も
諏
訪
湖
を
眼
下
に
遥
か
ア
ル
プ
ス
連
峰
を
望
む
頌
徳
公

園
か
ら
、
長
七
は
私
た
ち
に
自
由
、
自
治
、
教
養
の
大
切
さ
を
訴

え
か
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

文
責
　
川
口
由
紀
子
（020

）

諏訪市伊藤長七頌徳碑

40

エピローグ
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あ か し 　 　  て る お

明石　照男
1881 ～ 1956 年、岡山県出身、東京帝大卒、実業家、貴族院議員、第一銀
行頭取、渋沢栄一娘婿 (663)

あ

あ か ぼ し 　  て ん た

赤星　典太
1868 ～ 1958 年、熊本県出身、帝大法卒、大蔵官僚、1915 長野県知事、信
濃木崎夏期大学創設に尽力

あ さ だ 　 　 こ ま の す け

麻田　駒之助
1869 ～ 1948 年、京都府出身、中央公論初代社長、滝田樗陰を編集者に迎
えて中央公論社の基盤を築いた。高浜虚子に師事し「ホトトギス」同人と
なる。子は五中 1 回生工学学者の麻田宏、紫友会評議員

あ 　 べ 　 　 よ し し げ

安倍　能成
1883 ～ 1966 年、愛媛県松山出身、哲学者、教育者、東京帝大文卒、京城
帝国大学教授、戦後文部大臣、学習院院長、一高同期の岩波茂雄との交流
は終生続き岩波の伝記を執筆、漱石の弟子

あ ま こ  　 　 ふ じ ろ う

尼子　富士郎
1893 ～ 1972 年、山口県出身、東京帝大医卒、医師、老年医学の先駆者で
日本初の老人施設「浴風園」園長、高等師範附中卒、父親の尼子四郎は隣
に住む夏目漱石のかかりつけ医師 (521)

あ り よ し 　 あ き ら

有吉　明
1876 ～ 1937 年、京都府出身、東京高商卒、外交官、ブラジル特命全権大使、
長七が昭和２年トロントの教育会議後、ブラジルへ向かった際に案内する。

あ ん ど う 　 ま さ ず み

安藤　正純
1876 ～ 1955 年、東京出身、東京専門学校卒、ジャーナリスト、政治家、
衆議院議員、国務大臣、文部大臣、1920 年朝日新聞編集局長、紫友会評議
員 (1027)

い い だ 　 と う い ち

飯田　東一
1901 ～ ? 年、東京帝大経済卒、高島屋飯田取締役、高等師範附中教え子　

（527　複数有り）
い

い し か わ 　 き ん い ち

石川　欣一
1895 ～ 1959 年、ジャーナリスト、随筆家、東京帝大、プリンストン大卒、
毎日新聞社等に勤務、父は動物学者の石川千代松、高等師範附中教え子

（614　複数有り）

い し も と 　 　 み し お

石本　巳四雄
1893 ～ 1940 年、地震学者、フランス留学、1928 年東京帝大教授、シリカ
傾斜計を考案、高等師範附中教え子（513　複数有り）

い じ ゅ う い ん 　 ご ろ う

伊集院　五郎
1852 ～ 1921 年、薩摩藩士の子に生まれ海軍元帥､男爵、1908 年東郷平八
郎の後の第 5 代連合艦隊司令長官（170　複数有り）

い じ ゅ う い ん 　 し げ こ

伊集院　繁子
海軍元帥伊集院五郎の妻、伊集院松治、大野竹二の母（139　多数有り）

長七をめぐる 100 人
下記のリストは長野歴史館にある書簡や本書に登場する長七に関わった人物 100 人の
略歴をまとめたものです。　略歴末尾（　）内の数字は長野歴史館データ番号です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川口由紀子記）
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い じ ゅ う い ん 　 た け じ

伊集院　竹二
( 大野　竹二）

1894 ～ 1976 年、日本海軍軍人、戦艦「大和」第 4 代艦長、伊集院五郎次男
で母方の大野家の養子に入る、高等師範附中教え子（998、161）

い じ ゅ う い ん 　 ま つ じ

伊集院　松治
1893 ～ 1944 年、海軍中将、男爵、伊集院五郎長男で妻は日野資秀伯爵次女
清子、高等師範附中教え子（400-15  複数有り）

い と う 　 　 く に お

伊藤　國男
1906 年～ 1997 年、長七の次男、慶応大学医学部卒、長七死後医学生をしな
がら弟妹の世話をし長七の文献の保存、資料の信州への疎開に努める。練馬
総合病院創立、著書「医者という者」

い と う 　 　 　 ふ ゆ

伊藤　ふゆ
1884 ～ 1929 年、長野県諏訪出身、長七の妻、長野師範卒後高島尋常小教諭、
1903( 明治 36) 年長七（27 歳）と結婚、上京後７人の子を育てる。四男晴入
院中に急死（176-1）

い の う え 　 か く ご ろ う

井上　角五郎
1860 ～ 1938 年、広島県出身の実業家、北海道炭礦鉄道社長、日本製鋼所設
立者、政治家、一時アメリカに移住、紫友会評議員（1089　複数有り）

い の う え 　 と も い ち

井上　友一
1871 ～ 1919 年、石川県出身の内務官僚、大正４年東京府知事となる。大正
8 年帝国ホテルで渋沢栄一らと会食中脳溢血で死去（223）

い ま い 　 　 ご す け

今井　五介
１８５９～１９４６年、長野県岡谷出身､初代片倉兼太郎の実弟で今井家養
子となる、実業家、政治家、信濃鉄道社長、片倉製糸紡績副社長、　　　　
貴族院議員

い ま い 　 　 　 と し き

今井　登志喜
1886 ～ 1950 年、長野県岡谷出身、東京帝大文・史学科卒、東京帝大教授、
登呂遺跡を発見（592　複数有り）

い わ な み 　 し げ お

岩波　茂雄
1881 ～ 1946 年、長野県諏訪出身、東京帝大、出版人、岩波書店創業者、貴
族院議員、茂雄の幼い時から長七の晩年まで大変近しい関係　　　　　

（158-1　複数有り）

う し や ま 　 み つ る

牛山　充
1884 ～ 1963 年、長野県諏訪出身、音楽・舞踊評論家、1913 年東京音楽学校卒、
東京音楽学校講師、1922 年より「東京朝日新聞」の音楽と舞踊欄を担当

（974　複数有り）

う

え ば ら 　 　 そ ろ く

江原　素六
1842 ～ 1922 年、東京出身、教育者、キリスト教徒、衆議院議員、東洋英和
学校校長、1895 年麻布学園を設立し初代校長、五中講話者

え

お お た 　 　 み ず ほ

太田　水穂　
( 太田　貞一）

1876 ～ 1955 年　長野県塩尻出身　教育家、長野師範卒、歌人、国文学者、
空穂と親交　和歌革新運動に。「潮音」刊行、長七の葬儀に弔辞を読む。（1368）

お

お か む ら 　 ち ま た

岡村　千馬太
1875 ～ 1936 年、長野県南安曇郡出身、初等教育家、長野師範卒、同窓に宮
沢国穂、伊藤長七等がいる。「東西南北会」設立、登山奨励の先駆者

お が わ 　 　 へ い き ち

小川　平吉 1870 ～ 1942 年、長野県諏訪出身、政治家、弁護士、鉄道大臣（1071　複数有り）
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か な い 　 　 き よ し

金井　清
1884 ～ 1966 年、長野県諏訪出身、東京帝大法卒、鉄道省参事官の時、関
東大震災復興のために後藤新平が設立した帝都復興院に出向し尽力、後に
諏訪市長、小平権一の義兄（1029）

か の う 　 　 じ ご ろ う

嘉納　治五郎
1860 ～ 938 年、兵庫県出身の教育者、柔道家、東京高等師範学校ならび
に附属中学校校長、I.O.C 委員、貴族院議員、治五郎が中等教育研究会会長
の時、長七は事務局長を担当する。五中講話者

か わ い 　   せ い い ち ろ う

川井　清一郎
1894 ～ 1930 年　長野県松本市出身、教育者。長野師範学校卒、1924 年
松本女子師範学校附属小の修身科研究授業で国定教科書を使用しなかった
ことで休職処分（川井訓導事件）の時、長七は意見書を提出した。長田新
の勧めで広島高師へ進学、広島女学校に勤務

か ん だ 　 　  な い ぶ

神田　乃武
1857 ～ 1923 年、東京出身の教育者、1886 年帝大教授、男爵、貴族院議員、
東京高等商業学校 ( 一橋大）教授、英語教育に力を尽くす。正則学園を設
立 (999)

き た ざ わ 　 た ね い ち

北沢　種一
1880 ～ 1931 年、長野県諏訪出身、長野師範卒、高等師範卒、東京女子高
等師範教授、ドイツで労作教育を習得し「作業教育」の先駆者となる。（184）

き

き た む ら 　 す え は る

北村　季晴
1872 ～ 1931 年、東京出身、作曲家、作詞家、東京音楽学校卒業、長野師
範学校教諭、長野県歌となった「信濃の国」を作曲、その後北村音楽協会
を設立し邦楽の採譜に尽力、五中校歌作曲者

き む ら 　 　 が く ふ う

木村　岳風
( 松木　利次）

1899 ～ 1952 年、長野県諏訪出身、本名松木利次、長七の言葉が契機とな
り近代吟詠の祖となる。薩摩琵琶師範としての雅号は木村碓水、五中講話
者（1020　複数有り）

く り や ま 　 　 つ ね

栗山　津禰
1892 ～ 1964 年、山形県上山出身、東洋大学に女性として初めて入学・卒業。
長七が初の女性教師として五中に採用し８年間漢文の教壇に立つ。

く

こ う づ 　 　 た け し

神津　猛
1882～1946年、長野県志賀村 (佐久 )出身、銀行家、考古学の発展に尽くす。
島崎藤村など文化人を支援、藤村の紹介で五中転地修養隊を受け入れる。
五中 1 回生の江上波夫は古墳からの出土品に接して後に考古学を志す。子
は五中 13 回生の神津康夫

こ

か た や ま 　 の ぼ る

片山　昇
1885 年～ 1964 年、教育者、1928 年長野師範校長、東京盲学校校長

（986　複数有り）

か と う 　 　 ま さ は る

加藤　正治
1871 年～ 1952 年、長野県出身の東京帝大教授、中央大学学長、枢密院顧問、
信濃通俗学会理事、澤柳政太郎と「日本アルプスの会」結成　　

お さ だ 　 　 あ ら た

長田　新
1887 ～ 1961 年、長野県諏訪出身、教育者、ペスタロッチ教育学の研究、
澤柳政太郎の成城学園創立を支援する。広島文理科大学学長時に被爆、「原
爆の子」を編集（973）

か け い  か つ ひ こ

筧　克彦
1872 ～ 1961 年、長野県諏訪出身、法学者、神道思想家、1897 年帝大法卒、
ドイツ留学、1903 年東京帝大法科教授、五中講話者（403-1　複数有り）

か

か た く ら 　 か ね た ろ う

片倉　兼太郎
1863 ～ 1934 年、長野県諏訪出身、初代片倉兼太郎の末弟で二代目を継ぐ、
実業家、資本家、片倉製糸紡績会長（1276　複数有り）
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さ い お ん じ 　 　 き ん も ち

西園寺　公望
1849 ～ 1940 年、公家、政治家､教育者、公爵､パリ平和会議の歓迎の辞を長
七が書いたか ( 下書きあり）（243）

さ

さ い と う 　 も き ち

斎藤　茂吉
1882 ～ 1953 年、歌人、精神科医、「アララギ派」の中心人物、島木赤彦が
同人､長七が渡欧した際にウィーンを案内する。文化勲章受章（619）

さ と う 　 　 と ら た ろ う

佐藤　寅太郎
1866 ～ 1943 年、長野師範卒業、小諸高等小学校校長、信濃教育会会長、
1920 年衆議院議員、1924 年岩田村中学校校長（101-7）

さわやなぎ　まさたろう

澤柳　政太郎
1865 ～ 1927 年、長野県松本市出身、文部官僚、長七高師入学時の校長、京
都帝国大学第五代総長、貴族院議員、成城学園創立者、「現代教育観」の序
文を書きトロント国際教育会議に長七と同行（242　　複数有り）

し ま き 　 　 あ か ひ こ

島木　赤彦
( 久保田　俊彦）

1876 ～ 1926 年、長野県諏訪出身、1898 年長野師範卒、長七と同級生、
1911 年玉川小校長、諏訪郡視学、歌人、「アララギ派」斎藤茂吉と同人

（762　複数有り）

し

し ま ざ き 　 と う そ ん

島崎　藤村
( 島崎　春樹）

1872 ～ 1943 年、長野県木曽出身、詩人、小説家、詩集「若菜集」出版、小
諸時代に長七と交流、「破戒」出版時に神津猛の支援を受ける。長七に転地
修養隊宿泊地として神津家を紹介（1376）　　　　

す ぎ う ら  じ ゅ う ご う

杉浦　重剛
1855 ～ 1924 年、滋賀県出身、国粋主義的教育者、日本中学校校長 ( 岩波茂
雄転校時）、政治家、思想家、衆議院議員、東宮御学問御用掛 ( 昭和天皇）

（721）

す

す ぎ む ら 　 よ う た ろ う

杉村　陽太郎
1884 年～ 1939 年、高等師範附中卒、国際連盟事務局次長、IOC 委員、イタ
リア大使、フランス大使､嘉納治五郎の弟子、長七渡米時に便宜を図る (7-1)

せ ん げ 　 　 た か と み

千家　尊福
1845 ～ 1918 年、宗教家、政治家、司法大臣等歴任、東京府知事、貴族院議員、
男爵、出雲大社宮司（1169　複数有り）

せ

こ や ま 　 　  く に た ろ う

小山　邦太郎
1889 ～ 1981 年、長野県小諸出身、政治家、衆議院議員、長七小諸小学校時
代の教え子､洋画家小山敬三は弟、　1940 年米内内閣の海軍参与官、1945 年
鈴木貫太郎内閣の陸軍政務次官（655　複数有り）

こ や ま 　 　 け い ぞ う

小山　敬三
1897 ～ 1987 年、長野県小諸出身、洋画家、小山邦太郎の弟、島崎藤村の勧
めで渡仏し、パリでの仏女性との国際結婚に伊藤長七が立ち会う。文化勲章
受章

こ さ か 　   じ ゅ ん ぞ う

小坂　順造
1881 ～ 1960 年、長野市出身の実業家、政治家、信濃毎日社長、衆議院議員、
長男は小坂善太郎、三男は徳三郎 ( 信越化学社長 )（198　複数有り）

こ だ い ら 　 ご ん い ち

小平　権一
1884 ～ 1976 年、長野県諏訪出身、1910 年東京帝大農卒、農商務省、農林次官、
衆議院議員、子は五中 9 回生の数学者小平邦彦、諏訪市長金井清は妻の兄

（1013　複数有り）

ご と う 　 　 し ん ぺ い

後藤　新平
1857 ～ 1929 年、岩手県出身、医師、内務省衛生局長、台湾総督府民政長官、
満鉄総裁、内務大臣、外務大臣、東京市長、信濃夏期大学に尽力、五中講話
者（581　複数有り）
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た か し ま 　 べ い ほ う

高島　米峰
1875 ～ 1949 年、新潟県出身、社会教育家、仏教学者、哲学館（後の東洋大学）
卒、東洋大学 12 代学長、紫友会評議員　　　　　　　　　　　　　　　　

た

た ち ば な 　 じ ゅ ん い ち

橘　　純一
1884 年～ 1954 年、五中初代教頭、長七海外視察時に校長代行を務める。

（694　複数有り）

ちかずみ　じょうかん

近角　常観
18７ 0 年～ 1941 年、滋賀県出身、真宗大谷派僧侶、本郷に求道会館設立、
長七の五中校葬の導師（1134　複数有り）

ち

ち の      ぎ た ろ う

茅野　儀太郎
( 蕭々 しょうしょう）

1883 ～ 1946 年、長野県諏訪出身、東京帝大独文科卒、慶応義塾大学教授、
ドイツ文学者、詩人「明星」同人（1172）

つ る み 　 　 ゆ う す け

鶴見　祐輔
1885 ～ 1973 年、東京帝大卒、鉄道省、政治家、衆議院議員、一高時代夏目
漱石に薫陶をうけ、東大在学中に新渡戸稲造に師事、後藤新平の娘婿、
五中講話者（107　複数有り）

つ

と ま べ ち 　 　   ひ で と し

苫米地　英俊
1884 ～ 1907 年、国際法学者、オックスフォード大学、ハーバード大留学、
小樽商高教授､衆議院議員、嘉納治五郎の直弟子でロシアに柔道を広める。

（633　複数有り）

と

と も の 　 　 ぶ ん た ろ う

伴野　文太郎
1869 ～ 1934 年　佐久市出身の教育家　長野師範卒、小諸小訓導、長七は
伴野に招かれ小諸小で１年間教職に就く、佐久地方の各地で校長を歴任

な が い 　 　 り ゅ う た ろ う

永井　柳太郎
1881 ～ 1944 年、石川県出身、早稲田卒、オックスフォード大卒、政治家､
民政党幹事長、拓務大臣、逓信大臣（391　複数有り）

な

な が た 　  し げ じ

永田　稠　　
1881~1973 年、長野県諏訪出身、早大卒、移民事業家、日本力行 会第 2 代会長、
1922 年信濃海外協会設立に参画、ブラジルのアリ アンサ信濃村の建設に尽
力、長七ブラジル訪問時の支援者（875 複数有り）

な が た  　  て つ ざ ん

永田　鉄山
1884~1935 年、長野県諏訪出身、陸軍軍人、岩波茂雄と交友があ り藤原咲
平と同級、陸軍内部の抗争で殺害される、五中講話者

な が た  　 　 ひ で じ ろ う

永田　秀次郎
1876 年 ~1943 年、兵庫県出身の官僚、政治家、内務官僚後第 8 代 と 14 代
東京市長、第 4 代拓殖大学学長、貴族院議員、五中講話者

な が た 　  り ょ う い ち

永田　亮一
1911~1997 年、兵庫県出身、政治家、王子製紙を経て衆議院議 員、東京市
長永田秀次郎長男（507）

な つ め  　   そ う せ き

夏目　漱石
1867~1916 年、東京出身、東京帝大英文卒、東京高等師範学校、 第一高等学校、
帝大講師などを経て 1907 年 ( 明治 40 年 ) 朝日新聞入 社、「現代教育観」掲
載時の文芸欄担当、長野講演を長七が依頼

に と べ 　 　 　  い な ぞ う

新渡戸　稲造
1862~1933 年、岩手県出身、札幌農学校 2 期生、教育者、思想 家、国際連
盟事務次長、東京女子大学初代学長、信濃通俗大学学 会、信濃夏期大学の
創設に尽力（965）

に

ハーディング
(Warren Harding）

1865 年 ~1923 年、29 代米大統領。長七が渡米中にワシントン軍縮会議後、
ホワイトハウスで面会

は
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ふ じ か わ  　 　 ゆ う

富士川　游
1865~1940 年、広島県出身、医者、医学史家、広島医学校卒、広島医学会設立、
東洋大学教授、鎌倉中学校設立、日本医史学会設 立、尼子富士郎の父親四郎
と広島医学校で同級（404）

ふ

ふ じ も り   り ょ う ぞ う

藤森　良蔵
1882~1946 年、長野県出身の教育者、長野師範を退学させられ東京物理学校
に学ぶ、受験参考書を著し高等数学の大衆化を目指し て講習会「日土大学」
を開催、五中講話者

ふ じ わ ら  　 ぎ ん じ ろ う

藤原　銀次郎
1869~1960 年、長野県出身、実業家、政治家、貴族院議員、王子製紙社長「製
紙王」の異名あり。藤原工科大学 ( 後の慶応大学工 学部 ) 設立（185）

ふ じ わ ら  　 さ く へ い

藤原　咲平
1884~1950 年、長野県諏訪出身、1909 年東京帝大卒、気象学者、中央気象台長、
甥に新田次郎 ( 小説家 )、その妻藤原てい、そ の息子藤原正彦（996）

ブラックモア
(Isabella Blackmore）

1863~1942 年、カナダ出身、メソジスト教会婦人伝道会、1890 年東洋英和
女学校校長、のち東京女子大学理事長、1925 年カナダ に帰国

ま さ き  　 　 な お た ろ う

正木　直太郎
1856~1934 年、長野県上田出身、教育者、長野師範学校校長、信 濃教育会長。
教科書裁判に連座し休職となるも後に無罪 ( 長七証 人に立つ )

ま

ま な べ 　 　  か い ち ろ う

真鍋　嘉一郎
1878~1941 年、愛媛県出身、医師、1904 年東京帝大医科卒、東京帝大教授、
中学の恩師が夏目漱石。大正天皇、夏目漱石、浜口雄幸、長七の主治医（77）

み ず の  　 　 れ ん た ろ う

水野　錬太郎
1868~1949 年、江戸 ( 秋田藩 ) 出身、東京帝大法卒、内務官僚、政 治家、貴
族院議員、優諚事件で文部大臣辞任（ 535）

み

み む ら  　 　 や す じ

三村　安治
1870~1932 年、長野県出身 初等中等教育家 長野師範卒、諏 訪、長野で小学
校長として初等教育に新機軸を開き、大町中校 長、諏訪高等女学校長を歴任

（671　複数あり）
み や け 　 　  か ほ

三宅　花圃 1869~1943 年、小説家、歌人、三宅雪嶺の妻、五中講話者

み や ざ わ 　  く に ほ

宮澤　国穂
( 中村　国穂）

1876~1920 年、長野県上伊那郡出身、初等教育家、海外移住功労 者、長野
師範卒、高島小で長七、守屋と改革に着手。県学務課で 「海外発展指針」を刊行、
信濃海外協会で啓蒙活動に従事

み 　 わ  　   さ ん き ち

三輪　三吉
1860~1918 年 長野県諏訪出身、教育者、松本師範中退、教員免 許を取得、
諏訪実科中学創設に参加、1992 年高島小校長、諏訪中 教諭、諏訪教育会の
重鎮。息子は三輪知雄 ( 東京教育大学学長、初 代筑波大学学長 )（262）

は と や ま  　 ひ で お

鳩山　秀夫
1884~1946 年、1908 年東京帝大法卒、法学者、東京帝大教授、 鳩山一郎の弟、
高等師範附中卒（1244）

ひ ぐ ち 　 　  な が え

樋口　長衛
長野県出身の教育者、斎藤茂吉と開成学園で岩波茂雄と東京帝国大学で同級
生だった。妻の 樋口志保子は島木赤彦門下の「アララギ派」歌人（599）

ひ

ひ だ い  　 　 　 て ん ら い

比田井　天来
1872~1939 年、長野県佐久出身、本名鴻、「現代書道の父」と呼 ばれる。東
京高等師範学校習字科講師（539 複数有り）

ひらばやし   ひろんど

平林　広人
1886~1986 年、長野県東筑摩郡出身、東筑摩郡陸郷北小校長、 「夏期大学建
設の激」を信濃教育に出し 1917 年木崎夏期大学開設 に尽力、アンデルセン
の研究など児童文学翻訳家（289）
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や ざ わ  　 　 げ ん げ つ

矢澤　弦月
1886~1952 年、長野県上諏訪出身、本名貞則、1911 年東京美術 学校卒、
日本画家、五中で 3 年間図学を教える。（388 複数有り）

や

や じ ま 　 　  お と じ

矢島　音次
1877~1958 年、長野県諏訪出身、教育家 長野師範卒 高師卒 高文試験合格、
朝鮮総督府、『信濃教育』の編集主任。戦後は仙 台へ。

や す い  　 　 て つ

安井　てつ
1870~1945 年、東京出身、女子教育者、東京女子高等師範卒、 1896 年英国
留学、1923 年第 2 代東京女子大学長、東洋英和女学校 理事、五中講話者

や す だ  　 　 ぜんざぶろう

安田　善三郎
1870~1930 年、愛媛県出身の実業家、貴族院議員、安田財閥の総 帥善次
郎の婿養子となるも 1919 年安田家より離縁される。子は五 中 1 回生彫刻
家の安田周三郎、紫友会評議員

や な ぎ た  　 く に お

柳田　國男
1875~1962 年、兵庫県出身、民俗学者、1900 年東京帝大法卒、 農商務省、
1914 年貴族院書記官長、1920 年朝日新聞客員（1236）

やなぎわら   びゃくれん

柳原　白蓮
( 宮崎　燁子）
　みやざき 　 あきこ

1885~1967 年、東洋英和女学校卒、歌人、福岡の炭坑王と結婚、 白蓮事件
後離婚し宮崎竜介と結婚、娘は蕗苳、孫は小石川 017 回 生の宮崎黄石

よ し お か    や よ い

吉岡　彌生
1871~1959 年、教育者、医師、東京女子医学専門学校（東京女子 医大）創立者、
五中講話者（1240）よ

よ し の  　   さ く ぞ う

吉野　作造
1878~1933 年、宮城県出身、政治学者、思想家、東京帝大教授、 大正デモ
クラシー運動の理論的指導者、木崎夏期大学講師

わ か ば や し    ふ ひ と

若林　不比等
1896~1961? 年、 徳島県出身の宗教活動家、明治大学卒、皇道同 志会・日
本日蓮主義青年団創立、1923 年川上初枝と結婚し満州へ 渡り特殊工作員
となり後に処刑されたか ?（410）

わ

わ た な べ 　  ち あ き

渡辺　千秋
1843~1921 年、長野県諏訪出身、官僚、政治家、伯爵、長善館 館長、国
武は実弟、千冬は千秋の子

わ た な べ  　 ち ふ ゆ

渡辺　千冬
1876~1940 年、長野県松本出身、政治家、実業家、叔父で子爵の 渡辺国
武の養子で実父渡辺千秋の三男、長善館館長

む ら お か 　  は な こ

村岡　花子
1893 年 ~1968 年、甲府市市出身、東洋英和女学校在学中 8 歳年上 の白蓮
と寄宿舎生活を共に友情を育む。翻訳家、児童文学者

む

も り や  　 　 き し ち

守屋　喜七
1872~1945 年、長野県上伊那郡出身、教育家 長野師範卒、長七 と高島小
で教育改革運動に参加、信濃哲学学会創設、信濃教育会 の運営に尽力

（698 複数有り）

も

も ろ い 　    か ん い ち

諸井　貫一
1896~1968 年、実業家、1921 年東京帝大経済卒、秩父セメン ト、秩父鉄
道社長、埼玉銀行会長、高等師範附小・附中 (22 回 ) 卒（615）

も ろ は し    て つ じ

諸橋　轍次
1883~1982 年、新潟県出身、漢字研究者、『大漢和辞典』編者、 東京高等
師範卒、都留文科大学初代学長、長七が欧米視察時に自 分の目指す仕事に
ついて示唆する手紙をパリから諸橋宛に出す。（395）
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「我らは長七の教え子だった」
パネル集





　２００３年に開催された創立８５周年記念
同窓会は、伊藤長七初代校長にスポットが当
てられた場でもありました。
　長七がことあるごとに語った言葉から記念
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見る『我らは伊藤長七の教え子だった』が企
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長七展へ誘うポスターシリーズ　
樋口美夏＋017D パネラーズ作製　

「我らは長七の教え子だった」
パネル集
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まだまだ見つかる卒業生の五中・小石川賛歌

伊藤長七展が終了して 1年後に、新たな情報も加えて冊子「我らは伊藤長七の
教え子だった」を編集しました。追加された情報を 2点紹介します。

一
九
七
九
年
（
昭
和
　
年
）
卒
業
生
の
言
葉

　

校
則
を
押
し
つ
け
る
こ
と
の
な
い
学
校
。
型
に
は
ま
っ
た
目

で
私
た
ち
を
見
て
い
な
い
担
任
。そ
ん
な
中
で
自
由
に
三
年
間
、

人
生
最
良
の
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
七
九
年
（
昭
和
　
年
）
卒
業
生
の
言
葉

　

二
十
年
ぐ
ら
い
前
は
学
園
ド
ラ
マ
が
人
気
。
先
生
が
生
徒
た

ち
と
毎
日
一
生
懸
命
生
き
て
い
く
。
所
詮
ド
ラ
マ
で
現
実
に
は

そ
ん
な
学
校
な
ど
あ
る
は
ず
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
小
石
川

に
は
い
る
ま
で
は
。
当
時
の
日
記
、
夏
休
み
の
初
日
「
今
日
か

ら
つ
ま
ら
な
い
夏
休
み
」
と
書
き
出
し
て
い
る
。

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
ま
す

　

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）。
ク
ラ
ブ
の
顧
問
も
参
加

し
た
コ
ン
パ
で
酒
を
飲
ん
だ
Ａ
君
。
何
と
か
終
電
に
間
に
合
っ

た
も
の
の
電
車
で
寝
込
み
、
一
駅
乗
り
過
ご
し
て
し
ま
う
。
逆

の
電
車
も
終
電
は
出
た
後
。Ａ
君
は
線
路
を
歩
き
始
め
る
。
そ

こ
へ
回
送
電
車
が
・
・
・
。

　

告
別
式
で
、
息
子
を
亡
く
し
た
父
親
は
、「
あ
の
子
は
い
つ

も
小
石
川
を
礼
賛
し
て
お
り
ま
し
た
。
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し

く
て
し
ょ
う
が
な
い
、
こ
ん
な
に
生
徒
が
伸
び
伸
び
と
、
好
き

な
よ
う
に
自
分
を
伸
ば
せ
る
小
石
川
に
き
て
ほ
ん
と
う
に
よ

か
っ
た
と
常
々
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
あ
の
子
が
好
き
だ
っ
た

の
は
自
由
な
小
石
川
で
し
た
。
あ
の
子
が
犯
し
た
過
ち
で
、
自

由
な
小
石
川
の
締
め
付
け
が
厳
し
く
な
り
、
他
の
生
徒
さ
ん
た

ち
が
今
ま
で
の
よ
う
に
自
由
が
謳
歌
で
き
な
く
な
っ
た
ら
あ
の

子
は
浮
か
ば
れ
ま
せ
ん
。

　

先
生
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
か
小
石
川
が
今
ま
で
の
通

り
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
今
度
の
こ
と
で
自
由
な
小
石
川
が
変

わ
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
申
し
ま
す
」

太
い
根
を
染
料
や
薬
用
に
利
用
す
る
ム
ラ
サ
キ
科
の
多
年
草
。

日
本
各
地
の
山
地
の
草
原
に
自
生
し
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
、

ア
ム
ー
ル
川
流
域
に
ま
で
分
布
す
る
。
地
中
に
紫
色
の
太
い

根
が
あ
り
、
シ
コ
ニ
ン
と
よ
ば
れ
る
紫
色
の
色
素
が
ふ
く
ま

れ
る
。
茎
は
直
立
し
て
高
さ
四
〇
〜
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

に
な
る
。
葉
は
細
い
楕
円
形
で
鋸
歯
は
な
い
。
六
〜
八
月
に

直
径
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
白
い
花
が
さ
く
。
花
の
基

部
は
筒
状
で
上
部
は
五
つ
に
さ
け
て
ひ
ら
く
。

紫
色
の
根
を
日
干
し

に
し
た
も
の
を
紫
根

（
し
こ
ん
）
と
よ
ん
で

漢
方
で
解
熱
、
解
毒

剤
に
つ
か
う
。
外
用

薬
と
し
て
は
華
岡
青

洲
に
よ
る
紫
雲
膏
に

紫
根
の
利
用
が
知
ら

れ
、
火
傷
、
切
り
傷
、

痔
な
ど
に
よ
く
き
く
。

校
章
は
ム
ラ
サ
キ
ム
ラ
サ
キ
（
紫
）G

rom
w
ell

5454
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五中の女性教師陣

追加された情報の 2点目は五中の女性教師に関するものです。以下に紹介します。

　
栗
山
津
禰
　
国
語
漢
文

　
在
籍
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
〜
一
九
三
〇
年
三
月 

（
昭
和
五
年
）

全
国
初
の
男
子
中
学
の
女

性
教
諭
。
袂
の
は
し
を
持

た
れ
て
、
い
か
に
も
恥
ず

か
し
げ
に
教
え
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
物
井
ハ
ナ
（
木
村
道
子
）　
英
語

　
在
籍
一
九
二
六
年
四
月
（
大
正
一
五
年
）
〜
一
九
二
九
年

九
月
（
昭
和
四
年
）

外
語
に
校
長
が
引
き
抜
き

に
き
た
。
あ
だ
名
「
お
花

ち
ゃ
ん
」
小
柄
で
赤
ら
顔

で
め
が
ね
を
か
け
て
い
る
。

あ
る
日
チ
ョ
ー
ク
の
箱
に

ヘ
ビ
が
入
っ
て
い
た
。

　
ミ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ビ
ー
ブ
・
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

（
英
）
英
語
会
話

　
籍
一
九
二
三
年
一
一
月
（
大
正
一
二
年
）
〜
一
九
三
七
年

二
月
（
昭
和
一
二
年
）

あ
だ
名
「
ミ
ソ
・
コ
ン
ビ
ー
フ
」「
コ
ワ
イ
ヤ
ツ
」。
こ
ち
ら

の
語
源
は
生
徒
が
騒
ぐ
と
「
ビ
ー
、ク
ワ
イ
エ
ッ
ト
」
で
「
コ

ワ
イ
ヤ
ツ
」。

　
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
オ
レ
ン
著
（
吉

野
勇
一
訳
）
の
「
失
踪
」（
第
三
書
房 

昭
和
五
四
年
刊
）
に

登
場
し
て
い
る
。タ
イ
の
シ
ル
ク
王
と
言
わ
れ
た
米
人
ジ
ム
・

ト
ン
プ
ソ
ン
が
一
九
六
七
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
失
踪
し
た
物

語
。
彼
は
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
盲
人
協
会
学
校
を
創
立
し
経

営
す
る
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
を
尊
敬
し
、
観
光
名
所
の
ト
ン

プ
ソ
ン
家
の
観
覧
料
を
全
て
寄
付
し
て
い
る
。
彼
女
の
学
校

に
は
六
歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
の
盲
目
の
生
徒
一
五
〇
人
が
学

ん
で
い
る
。
学
校
の
創
立
は
五
中
を
や
め
て
ま
も
な
く
の
一

九
三
九
年
。

　
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の

招
待
に
よ
り
視
覚
障
害
児
の
た
め
の
学
校
と
少
年
の
た
め
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
組
織
し
た
。

　
一
九
六
一
年
に
，
ア
ジ
ア
地
域
で
社
会
貢
献
な
ど
に
傑
出

し
た
功
績
を
果
た
し
個
人
や
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
「
ア

ジ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」

と
も
呼
ば
れ
る
ラ
モ

ン･

マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞

を
受
賞
。
一
九
六
三

年
に
か
ら
大
統
領
自

由
勲
章
を
受
章
。

　
一
九
七
二
年
に
八

五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

ジ
ュ
ネ
ビ
ー
ブ

　
・
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
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第
三
部

伊藤長七の残した
小冊子類





伊藤長七の残した小冊子類

　８５周年記念同窓会の参加者に手渡されたCD
は伊藤長七が残した小冊子からシナリオを起こ
し卒業生の加藤剛さんが息を吹き込んで作成さ
れたものです。
　今回、残された２２冊の小冊子群から CD の
基になった7冊を選び、皆さまに紹介します。
　冊子には題名がないものが多いため、仮の題
名を付けてあります。また目次の左側には加藤
さんの読まれた文の冒頭部を付けました。
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立
志
と
は
、
昔
、
支
那
周
代
の
大
聖
人
、
孔
子
が
十
有
五
で
志
を
立
て
、

学
問
を
始
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
高
等
普
通
教
育
を
受
け
る
た
め
に
中
学

校
に
入
学
す
る
志
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。

府
立
第
五
中
学
校
入
学
式
告
示
（
一
九
二
〇
年
・
大
正
９
年
）

か
の
マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界
一
周
、
か
の
博
士
ヘ
デ
ィ
ン
の
中
央
ア
ジ
ア
探

究
、
あ
る
い
は
ナ
ン
セ
ン
博
士
の
極
地
探
検
、
い
ず
れ
が
開
拓
の
精
神

の
発
露
に
あ
ら
ざ
ら
ん
。

開
拓
の
精
神
と
は
何
ぞ
や
（
一
九
二
七
年
・
昭
和
２
年
）

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次

創
作
と
は
、
自
分
の
力
で
で
き
る
だ
け
の
仕
事
を
、
自
分
で
な
し
、
自

分
で
考
え
、
自
分
で
工
夫
し
、
他
人
の
ま
ね
で
な
い
、
何
か
を
作
り
出

す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

パ
リ
か
ら
の
手
紙
（
一
九
二
二
年
・
大
正　

年
）

143

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

133

・
・
・
・
・
・
・
・

109

・
・
・
・
・

11

そ
の
一

そ
の
二

そ
の
三
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思
慮
に
基
づ
け
る
軍
備
縮
小
の
た
め
に
、
我
が
政
府
お
よ
び
国
民
は
、

誠
意
を
傾
け
て
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
軍
備
縮
小
後
、
今
か
ら
は

一
層
多
く
の
力
を
文
化
政
策
に
い
た
す
べ
き
で
あ
る
。  

プ
リ
マ
ス
か
ら
の
手
紙
（
一
九
二
二
年
・
大
正　

年
）

な
す
べ
き
を
自
ら
な
せ
／ 

学
ぶ
べ
き
も
の
を
自
ら
学
べ
／ 

天
下
に
率

先
し
て
、
自
ら
治
る
精
神
を
発
揮
せ
よ
／ 

天
下
を
動
か
さ
ん
と
す
る

も
の
は
、
ま
ず
自
ず
か
ら
動
か
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。

自
治
之
國
東
京
第
五
中
（
一
九
二
七
年
・
昭
和
２
年
）

日
本
の
国
民
と
し
て
、
昭
和
の
世
界
に
生
き
ん
と
す
る
若
き
男
女
に

は
、
ど
う
し
て
も
系
統
的
に
、
ま
た
き
め
細
や
か
な
国
際
的
教
養
を

施
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
こ
や
か
な
る
心
身
へ
（
一
九
二
九
年
・
昭
和
４
年
） 11

11

こ
こ
に
一
言
申
し
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、「
東
京
五
中
の
天
才
教

育
方
針
」
と
い
う
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
東
京
五
中
は
全
人
間
的
教
養

を
標
榜
し
て
お
り
ま
す
が
決
し
て
天
才
教
育
を
標
榜
い
た
し
ま
せ
ん
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
手
紙
（
一
九
二
二
年
・
大
正　

年
）

159

・
・
・
・
・
・

175

・
・
・
・
・
・
・
・
・

203

・
・
・
・
・
・
・
・
・

215

・
・
・
・
・
・
・
・
・

そ
の
四

そ
の
五

そ
の
六

そ
の
七





そ
の
一
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府立五中入学式告示
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府立五中入学式告示
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府立五中入学式告示
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府立五中入学式告示
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府立五中入学式告示
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府立五中入学式告示
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123

府立五中入学式告示
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府立五中入学式告示
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府立五中入学式告示
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府立五中入学式告示
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そ
の
二
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開拓の精神とは何ぞや
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開拓の精神とは何ぞや
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開拓の精神とは何ぞや
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開拓の精神とは何ぞや
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そ
の
三
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パリからの手紙



146



147

パリからの手紙
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149

パリからの手紙



150



151

パリからの手紙



152



153

パリからの手紙
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155

パリからの手紙
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157

パリからの手紙





そ
の
四
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161

ニューヨークからの手紙
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163

ニューヨークからの手紙
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165

ニューヨークからの手紙
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167

ニューヨークからの手紙
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169

ニューヨークからの手紙
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171

ニューヨークからの手紙
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173

ニューヨークからの手紙
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そ
の
五



176



177

プリマスからの手紙
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179

プリマスからの手紙
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181

プリマスからの手紙



182



183

プリマスからの手紙



184



185

プリマスからの手紙
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187

プリマスからの手紙
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189

プリマスからの手紙
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191

プリマスからの手紙
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193

プリマスからの手紙
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195

プリマスからの手紙
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197

プリマスからの手紙
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199

プリマスからの手紙



200



201

プリマスからの手紙





そ
の
六
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自治の國東京第五中
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自治の國東京第五中
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自治の國東京第五中
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211

自治の國東京第五中
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213

自治の國東京第五中





そ
の
七
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すこやかなる心身へ
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219

すこやかなる心身へ



220



221

すこやかなる心身へ
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223

すこやかなる心身へ
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すこやかなる心身へ
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227

すこやかなる心身へ



228



229

すこやかなる心身へ
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231

すこやかなる心身へ
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233

すこやかなる心身へ
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235

すこやかなる心身へ
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237

すこやかなる心身へ
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239

すこやかなる心身へ
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241

すこやかなる心身へ



242



243

すこやかなる心身へ
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245

すこやかなる心身へ
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247

すこやかなる心身へ



248



249

すこやかなる心身へ



250



251

すこやかなる心身へ



252



253

すこやかなる心身へ



254
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『
立
志
、
開
拓
、
創
作
、
さ
ら
に
自
治
と
自
由
、
こ
の
大
き
な
流
れ
を
受
け
継
い
で
、

次
の
世
代
が
未
来
に
向
か
っ
て
輝
く
よ
う
に
・
・
』　

五
中
小
石
川
創
立
百
周
年
に

際
し
、
紫
友
同
窓
会
会
長
俵
一
雄
氏(018)

が
初
代
校
長
伊
藤
長
七
（
以
降
、
敬

愛
を
込
め
て
長
七
と
呼
ぶ
）
の
理
念
を
若
き
同
窓
に
向
け
て
語
っ
た
一
節
で
あ
る
。

喉
の
病
を
押
し
て
声
を
振
り
絞
り
、
百
年
の
節
目
の
任
務
を
全
う
す
る
姿
は
感
動

的
だ
っ
た
。
彼
の
胸
中
に
長
七
が
蘇
り
、
支
え
て
く
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
長

七
を
敬
愛
し
、
そ
の
足
跡
に
再
び
陽
を
当
て
よ
う
と
尽
力
し
た
故
俵
氏
。
追
悼
の

気
持
ち
を
込
め
て
こ
こ
に
書
き
留
め
た
い
。

　

さ
て
本
稿
は
３
つ
の
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
五
中
小
石
川
の
創
立
者
と
も
い

う
べ
き
伊
藤
長
七
、
そ
の
活
動
と
思
想
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
冊
か
ら
、

彼
の
生
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

第
一
部
は
長
七
の
活
動
を
人
物
交
流
か
ら
辿
っ
て
い
る
。
寒
水
会( 　

)

の
活
動

＊１

あ
と
が
き
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や
矢
崎
秀
彦
氏
の
「
寒
水
伊
藤
長
七
伝
」
な
ど
も
参
考
に
、
編
集
委
員
会
（
文
責

川
口
由
紀
子
）
が
ま
と
め
た
。

　

第
二
部
は
２
０
０
３
年
５
月
本
駒
込
（
旧
駕
籠
町
）
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
催
さ
れ

た
創
立　

周
年
イ
ベ
ン
ト( 　

)

で
テ
ー
マ
展
示
と
し
て
製
作
さ
れ
た
パ
ネ
ル
は
、

開
校
（
１
９
１
８
／
大
正
７
年
）
か
ら
逝
去
（
１
９
３
０
／
昭
和
５
年
）
ま
で
の

五
中
創
成
期
の
記
録
で
あ
る
。
現
在
も
毎
年
開
か
れ
る
創
作
展
（
長
七
の
発
案
で

始
ま
り
、今
も
続
く
）で「
伊
藤
長
七
展
」（
同
窓
会
主
催
）と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。

長
く
記
録
す
る
た
め
収
録
し
た
。

　

第
三
部
は
、
本
稿
の
主
題
、
小
冊
子
の
紹
介
で
あ
る
。
長
七
は
、
東
京
府
立
第

五
中
学
校
の
生
徒
や
教
員
、
父
兄
へ
教
育
理
念
や
思
想
を
当
時
の
最
新
メ
デ
ィ
ア
・

印
刷
物
で
発
行
し
続
け
た
。
現
存
す
る
も
の
で　

編
４
０
０
頁
を
超
え
る
。
本
稿

で
は
そ
の
う
ち
７
編
１
４
０
頁
余
を
収
録
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
長
七
の
考
え
、
言
葉
が
、
一
次
資
料
の
ま
ま
今
日
ま
で
保
存

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
奇
跡
と
言
え
よ
う
。
こ
の
小
冊
子
を
含
む
長
七
関
連
の
資
料

は
膨
大
で
あ
り
、
ご
子
息
伊
藤
國
男
氏
が
収
集
し
、
戦
火
を
こ
え
て
守
り
通
し
た

85

＊2

22
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熱
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る ( 　

) 

。
現
在
は
千
曲
市
の
長
野
県
立
歴
史
館
に
収

蔵
さ
れ
、
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
の
で
訪
ね
て
欲
し
い
。
資
料
か
ら
長
七
の
発
す
る

強
い
親
和
力
（
粕
谷
氏
）
が
伝
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

五
中
小
石
川
創
成
期
の
資
料
は
、
伊
藤
博
子
氏
の
呼
び
か
け
で
学
校
、
同
窓
会
、

（
財
）
紫
友
会( 　

)

が
協
力
し
て
レ
プ
リ
カ
を
作
成
し(

２
０
１
７
年)

、
本
校
玄

関
ホ
ー
ル
の
ケ
ー
ス
に
納
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
２
０
２
２
年
春
、
現
存　

編
の
小

冊
子
全
て
の
レ
プ
リ
カ
が
伊
藤
家
か
ら　

周
年
会
（　

）
の
協
力
の
も
と
に
寄
贈

さ
れ
、
一
層
充
実
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
小
冊
子
を
記
録
し
、
原

本
に
接
し
て
頂
く
こ
と
を
目
的
に
出
版
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
３
月　
　
　
　
　

周
年
会
代
表　

柴
田
知
彦
（017

）

22

85

85

＊4

＊5

＊3
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（　

）

（　

）

( 　

)

( 　

)

( 　

) ＊1＊2＊3＊5 ＊4

50

85

85

85

寒
水
は
長
七
の
雅
号
。
寒
水
会
と
は
、
五
中
小
石
川
の
紫
友
同
窓
会
と
諏
訪
清
陵
高
校
同
窓
会
に
よ
る
長
七
研

究
会
。
二
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
て
い
る
。
諏
訪
清
陵
高
校
は
、
長
七
の
出
身
地
諏
訪
に
所
在
し
、
本
邦
で

最
も
長
い
と
言
わ
れ
る
校
歌
を
長
七
が
作
詞
し
て
い
る
。

創
立　

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、記
念
誌
「
我
ら
は
長
七
の
教
え
子
だ
っ
た
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

長
七
ご
子
息
伊
藤
國
男
氏
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
は
、
伊
藤
家
に
受
け
継
が
れ
、
お
孫
さ
ん
博
子
氏

の
尽
力
に
よ
り
今
日
再
び
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
２
０
０
１
年
諏
訪
清
陵
高
校
東
京
清
陵
会
の
長
七

研
究
へ
写
真
、
原
稿
協
力
に
始
ま
り
、
２
０
０
２
年
紫
友
同
窓
会
（
五
中
小
石
川
同
窓
会
）
も
加
わ
り
、
資
料

の
調
査
整
理
へ
と
進
み
、
今
日
の
活
動
や
研
究
の
高
ま
り
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
後
そ
れ
ら
資
料
は
、
長
野
県
立
歴
史
館(

千
曲
市)

に
伊
藤
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

な
お
、
國
男
氏
は
医
学
博
士
で
あ
り
、
外
科
手
術
の
名
手
だ
っ
た
と
聞
く
。
著
書
「
医
者
と
い
う
も
の
」
に
は

長
七
の
最
期
が
印
象
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

紫
友
会
は
長
七
の
組
織
し
た
職
員
、
生
徒(

現
同
窓
会)
、
賛
助
会
員
（
現PTA

）
の
集
ま
り
で
、
開
拓
館
な

ど
校
舎
や
校
庭
を
寄
付
す
る
な
ど
学
校
支
援
の
母
体
と
な
っ
た
。
現
在(

財)

紫
友
会
と
し
て
継
続
し
、
紫
友

会
館
（
１
９
６
８
年
創
立　

周
年
記
念
）
な
ど
も
寄
付
し
て
い
る
。

五
中
小
石
川
創
立　

周
年
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会
は
、
そ
の
後　

周
年
会
と
し
て
存
続
。
毎
年
開
催
の
「
伊

藤
長
七
展
」
や
「
小
石
川
の
杜
・
植
樹
祭
」
な
ど
の
同
窓
会
活
動
に
参
加
、支
援
を
行
っ
て
き
た
。
主
催
す
る
「
紫

友
ま
ち
歩
き
」
は
前
後
の
世
代
も
加
わ
り
、
間
も
な
く
１
０
０
回
を
数
え
る
程
に
盛
況
で
あ
る
。

【
注
釈
】
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